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㸯 ᨺ 火�
࠙㛵㐃❶➨㸱❶㸯ࠚ 

 

事例 「ᘓ≀ᩜᆅෆの㌴୧にᨺ火された火災」 

 

出火時分  ５月 㸲時ごろ 

用 途 等  ᩜ地内 

被害状況  ࢜ーࣂ࢝ࢹ࣎、１ྎࣂࢺー１ᯛ、自㌿㌴１ྎ焼損 

概  要 

 この火災は、住宅のᩜ地内から出火したものです。 

出火原因は、ఱ者かがᩜ地内に入し、ఱらかの火※を用してᩜ地内に㥔㌴してあった࢜

ーࣂࢺのࣂ࢝ࢹ࣎ーにᨺ火したものです。 

出火当時、付㏆を用㌴で㉮行していた♫員が住宅ᩜ地内の࢜ーࣂࢺから火が出ている

のを発見しました。119 番通報をしながら、住宅のࢱࣥー࢛ࣥࣇを㬆らしてᒃ住者に火災を

知らせました。 

住宅内でᑵᐷ୰ࡔったᒃ住者は、ࢱࣥー࢛ࣥࣇの㡢により目をぬまし、火災を確認ᚋ、住

宅ᩜ地内に設置されたᩓỈ栓から࣍ースをఙばし、Ỉ㐨Ỉをかけましたが消えず、ࡑのᚋ、㥑

け付けた㏆㞄の共同住宅のᒃ住者が、共同住宅の⢊ᮎ消火器を用し消火しました。 

教 訓 等 

 ᨺ火火災は、ኪ間の人通りがᑡない時間ᖏに発生しやすいഴྥにあります。 

 ≉に、人目につきにくいሙᡤにᨺ置されたྍ⇞物等は、ᨺ火されやすいのでὀពが必要です。

火災をண防するには、建物のᩜ地内ཬࡧ外࿘部にはྍ⇞物等を置かない、ኪ間にごみ置ሙご

みをᤞてないなどが㔜要です。 

 また、防≢࣓ࣛ࢝が設置されていることを࿘知したり、地ᇦのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩを῝め、

防火防災ព㆑のྥୖをാきかけることも、ᨺ火火災のண防につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-1 ↝ᦆしたࣂࢺ࣮࢜ 

 

写真 1-2 ↝ᦆした࣮ࣂ࢝ࢹ࣎ 
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２ た ࡤ こ
࠙㛵㐃❶➨㸱❶２ࠚ

事例㸯 「たࡤこのฎ理が㐺ษなため出火した火災」

出火時分 㸲月 11 時ごろ

用 途 等 ົᡤే用ᐤᐟ⯋ 防火造 2/0 延 100 ㎡

被害状況 建物部分焼１棟��㎡、ኳ��㎡焼損

概 要

この火災は、ົᡤే用ᐤᐟ⯋１階から出火したものです。

出火原因は、⫋員がົᐊ内でたばこを྾った際に、完全に消火されていない྾いẆをẁ࣎

ーࣝのごみ⟽にᤞてたため、ṧった火✀がごみ⟽内のごみに╔火し、出火したものです。

㐠㏦♫の㓄㐩員は建物から煙が出ているのを発見し、㏆くにいた⫋員に火災を知らせまし

た。⫋員の㏆くにいた⏨ᛶは、煙を確認して火災ࡔとᛮい、自㌟のᦠᖏ電話で 119 番通報しま

した。

なお、初期消火は実施されていません。

教 訓 等

たばこの྾いẆをᤞてる際は、࣎ࣥࢲーࣝ⟽やᶞ⬡〇のᐜ器にᤞてるのはやめましょう。ࢲ

ーや⣬くずなど、ごみ⟽内のྍ⇞物に╔火する༴㝤ᛶがありまࣃー࣌ࣗࢩࢵࢸ、⟽ーࣝ࣎ࣥ

す。

たばこをᤞてる際は、Ỉなどで確実にたばこの火を消し、㔠ᒓ〇やࣛ࢞ス〇のᐜ器にᤞてる

等のᥐ置・ᑐ⟇等が㔜要です。

写真 2-1 出火ᐊの状況 写真 2-2 ẁ࣮ࣝ࣎のࡳࡈ⟽の状況
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事例２ 「たࡤこの火✀がⴠୗしたことにࡼり出火した火災」 

 

出火時分  ５月 㸱時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 2/0 延 90 ㎡ 

被害状況  建物全焼㸰棟、建物ぼや㸰棟 計㸲棟 100 ㎡等焼損 Ṛ者１人 

概  要 

 この火災は、住宅１階のᒃᐊから出火したものです。 

 出火原因は、火ඖ者がᕸᅋ付㏆でႚ煙୰、たばこの火✀がᕸᅋୖにⴠ下し↓⅖⇞焼を⥅⥆し

たのちに、ᒃᐊ内のᐜ物に╔火し出火したものです。 

 出火建物㏆㞄のᒃ住者はᑵᐷ୰に❆ࣛ࢞スがれる㡢で目がぬめて、火ඖ建物を見てみると

１階の❆から⅖が出ているのを発見したため、119 番通報しています。初期消火は実施されて

いません。 

 消防㝲により火ඖ者は出火したᒃᐊからᩆຓされましたが、Ṛஸが確認されました。 

また、住宅用火災㆙報器の設置はありませんでした。 

教  訓 

この火災のように、火✀がⴠ下したことにẼ付かずにᑵᐷしたり、外出すると、ࡑのᚋに火

災となることが⪃えられます。たばこの火✀はྍ⇞物等に᥋ゐしても、すぐには火災とはなら

ず長時間↓⅖⇞焼を⥅⥆するሙ合があります。ࡑの際に発生する煙や一㓟Ⅳ⣲により、㌟体

の自⏤がዣわれ避難や初期消火ができなくなるᜍれがあります。たばこは⅊─の㏆くやỴめら

れたሙᡤで྾うなどして、火✀のⴠ下には༑分にὀពすることが必要です。 

 

 

 

 

写真 2-4 たࡤこの火✀がⴠୗしたᕸᅋ 

 

写真 2-3 出火したᒃᐊ 

36　第２章　火災事例



 㸱 火㐟253 ࡧ 

                                              

 

㸱 火 㐟 ࡧ 
࠙㛵㐃❶➨㸱❶㸱ࠚ 

 

事例 「࡛࣮ࣛࢱ火㐟ࢆࡧして出火した火災」 

 

出火時分  㸱月 17 時ごろ 

出火ሙᡤ  Ἑᕝᩜ 

被害状況  ᯤⲡ���㎡焼損 

概  要 

 この火災は、Ἑᕝᩜで出火したものです。 

 出火原因は、Ἑᕝᩜで㐟んでいたᑠᏛ生が㏆ᡤで㉎入したࣛࢱーを用して、ᯤⲡに火を

つけて㐟んでいたため、出火したものです。 

 ᯤⲡに⇞え⛣ったことにẼがついたᑠᏛ生は㏆くで㐟んでいた人とともに、自宅から持っ

てきていたࢶࢣࣂでᕝのỈをỮんで消火をヨみましたが消火できず、ἙᕝᩜをṌいていた大Ꮫ

生に火災を知らせています。 

 火災の知らせをཷけた大Ꮫ生は、Ἑᕝᩜが⇞えているのを確認したため、自㌟のᦠᖏ電話で

119 番通報しました。 

教 訓 等 

 この火災は、Ꮚ౪がࣛࢱーを㉎入し、火㐟ࡧをしたため火災になったものです。 

ーは、Ꮚ౪のᡭにもྲྀりやすく、⯆をᘬくことから、ᖹᡂࢱࣛ 23 ᖺ㸷月 27 日௨㝆、消

㈝生活用〇ရ安全法施行令の一部ᨵ正により、ᗂඣの火㐟ࡧによるᨾを防ぐため、ࣝࣕࢳ

ᆺのࣛࡷーやᗂඣが⯆をᘬくようなおもちࢱスᶵᵓ（㹁㹐）を備えないࣛࣥࢱスࢪࣞࢻ

 。は㈍できなくなりました（ーࢱࣛࢸࣝ࣋ࣀ）ーࢱ

Ꮚ౪の火㐟ࡧによる火災を防ぐためには、ࣛࢱーやࢳࢵ࣐はᏊ౪のᡭのᒆかないところに

保管し、日㡭から火災のᜍろしさや、火のྲྀᢅいについてᩍ⫱することが大ษです。 

 

写真 3-1 ᯤⲡの↝ᦆ状況 
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写真 4-2 の状況写真࣮ࢱࣛ 4-1 ሻⰰ㌴のࢺࢵࢣࣂ㒊の状況

㸲 ࣛ  ࢱ 㸫
࠙㛵㐃❶➨㸱❶㸲ࠚ

事例㸯 「がㄗってධったため出火した火災ࢳࢵのス࣮ࢱࣛ」

出火時分 10 月 11 時ごろ

用 途 等 ሻⰰ㌴

被害状況 ㌴୧ぼやࠉごみくず若干焼損

概 要

この火災は、共同住宅のᩜ地内で不⇞ごみをᅇ୰のሻⰰ㌴から出火したものです。

出火原因は、ᅇ୰のごみにΰࡊっていた電Ꮚᘧࣛࢱーのスࢳࢵがㄗって入ったため、

࿘ᅖのごみに╔火し出火したものです。

作業員が、不⇞ごみをᅇ作業୰にሻⰰ㌴のࢺࢵࢣࣂ部より⣙ 30cm の⅖がୖがっているのを

発見したため、自㌟のᦠᖏ電話から 119 番通報しました。

火災を発見した作業員は、同の作業員と༠ຊし、㌴୧✚㍕の消火器とごみ㞟✚ᡤにあるᩓ

Ỉ࣍ースを延ばしてỈをかけ初期消火を行いました。

教 訓 等

この火災は、࢞スがṧっている状ែのࣛࢱーを不⇞ごみとしてฎ分されたため、発生した

ものです。ࣛࢱーのスࢳࢵがㄗって入ったことにより点火、ごみに╔火し出火しました。

スを全てい࢞ーをฎ分する際は、火Ẽのない㢼通しのⰋいᒇ外で୰にあるᾮ▼Ἔࢱࣛ

ษり、ྛ自体がᣦ定した᪉法で適ษにฎ分しましょう。
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写真  の状況࣮ࢱࣛ 4-4

 

写真  スෆの状況ࢡࢵ࣮࣎ࣛ࢝ 4-3

事例２ 「࣮ࣛࢱの火が᥋⅖し出火した火災」 

 

出火時分  㸲月 17 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 2/0 延 50 ㎡ 

被害状況  建物ぼや１棟 内ቨ若干、ࣛ࢝ーࢡࢵ࣎ス等焼損 

概  要 

 この火災は、住宅の１階ᒃᐊ内から出火したものです。 

出火原因は、ᒃ住者が用していたᦠᖏ用⡆᫆࢞スࣛࢱーのࣂࣞࣝࢬࣀーの戻りがᝏく、

火が消えてない状ែでࣛ࢝ーࢡࢵ࣎スに⣡したため、ᐜ物に╔火し出火したものです。 

ᒃ住者は、ࣛࢱーでたばこに火をつけᕸᅋでᶓになりႚ煙していたところ、ࣛ࢝ーࢡࢵ࣎

スから࣎ࠕーࠖࢵという㡢が⪺こえたため確認すると、ࣛ࢝ーࢡࢵ࣎スの୰から⣙ 10cm の⅖が

ୖがっているのを発見しました。 

火災を発見したᒃ住者は、ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌のỈとྎᡤにあるࢵࢥプにỈ㐨Ỉを入れて初期消火

を行いました。 

、のᚋ、消火にᡂຌしたᒃ住者は、㏆くの番に㥑け付けて、火災があったことを知らせࡑ

㆙ᐹᐁと自宅に戻り、自宅の固定電話から 119 番通報しました。  

教 訓 等 

 この火災は、ࣛࢱーの火が完全に消えていない状況でࣛ࢝ーࢡࢵ࣎ス内にࣛࢱーを⣡

したため、࿘ᅖに置かれていたᐜ物に᥋⅖し発生しています。 

用ᚋのࣛࢱーは完全に火が消えているか、また熱を持っていないかをよく確認してから

⣡しましょう。また、ࣛࢱーࡔけではなく、᭷⅖を発するࢳࢵ࣐やࣟࢡࢯ࢘などを用す

るሙ合も࿘ᅖの⎔ቃによっては火災につながる༴㝤ᛶが㧗いためὀពが必要です。 
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写真  ㏆の状況ࣝࣈ࣮ࢸ 5-1

 

㸳 ࣟ ࢡ ࢯ ࢘ 
࠙㛵㐃❶➨㸱❶㸳ࠚ 

�

事例 「火のࡘいたቭ用ࣟࢡࢯ࢘の⇵ྎが㌿ಽし、出火した火災」 

�

出火時分� � 12 月� 㸵時ごろ�

用 途 等� � 共同住宅� 耐火造 14/0� 延 8,000 ㎡�

防火管理� � 該当選任あり� 消防計画あり� �

被害状況 � 建物部分焼１棟 10 ㎡、内ቨ㸱㎡等焼損�

概  要 

� この火災は、共同住宅㸷階のᒃᐊから出火したものです。�

出火原因は、ᒃ住者がࢸーࣝࣈのୖに置かれている⇵ྎにቭ用ࣟࢡࢯ࢘を❧て火をつけた

まま外出したため、ఱらかの要因で⇵ྎが㌿ಽし、ࣟࢡࢯ࢘の火が㏆くにあった造ⰼ等のྍ⇞

物に╔火し、出火したものです。�

の管理人が自動火災報知設備の㬆動㡢を⪺いたため、ཷಙ┙を確認すると、㸷階ࣥࣙࢩ࣐ࣥ

ᮾഃを⾲♧していました。㸷階ྥかうと、ᗯ下と࢚࣋ࣞーࢱー࣍ーࣝを仕ษる防火ᡞが作動

し、ᗯ下部分から煙が⁻っているのを発見したため、ྛ部ᒇのࡧ㕥をᢲして避難をࡧかけ

たᚋ、管理人ᐊの固定電話から 119 番通報しました。�

初期消火は行われていません。�

教 訓 等 

� この火災は、ᒃ住者がࣟࢡࢯ࢘の火を消すのをᛀれて外出している間に発生しました。ࣟ࢘

�。のሙを離れる時は火を消してから離れましょうࡑ、を用する際はࢡࢯ

� また、ࣟࢡࢯ࢘の⇞焼୰の⅖の᭱㧗 ᗘは⣙ 1,400Υ⛬ᗘに㐩します。࿘ᅖにྍ⇞物があれ

ば⇞焼させるには༑分な ᗘになるため、ࣟࢡࢯ࢘の㏆くにはྍ⇞物を置かず、ቭ内の㣭り

物は㊥離をྲྀって౪えるようにしましょう。�

�

�

��

�

�

�

�

�

�

�

 
 

写真 5-2 ⇵ྎのཷࡅ─㒊分の状況 
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㸴 㟁Ẽ設備ᶵ器
࠙㛵㐃❶➨㸱❶㸴ࠚ

事例㸯 「ቨࢺࣥࢭࣥࢥ㒊分に᥋⥆されたࣉࢵࢱࣝࣈ࣮ࢸのᕪ㎸ࢢࣛࣉࡳから出火した火災」

出火時分 㸶月 11 時ごろ

用 途 等 複合用途（飲食店・ົᡤ等） 耐火造（100㹫㉸） 延 30,000 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり

被害状況 建物ぼや１棟 ቨ付ࢸ、ࢺࣥࢭࣥࢥーࢵࢱࣝࣈプ焼損

概 要

この火災は、複合用途建物の㸱階ㄪ理ሙから出火したものです。

出火原因は、ቨ付ࢺࣥࢭࣥࢥに᥋⥆されたࢸーࢵࢱࣝࣈプのᕪ込みプࣛࢢ（ྍ動部分）とቨ

付ࢺࣥࢭࣥࢥの᥋⥆部分が過熱し、出火したものです。

店長と従業員は営業୰のㄪ理ሙから࣒ࢦが焦げたような臭いを感じ࿘ᅖを確認すると、ቨ付

᥋⥆部分から白煙が出ているのを発見しࢢプ（㸲ཱྀ）のᕪ込みプࣛࢵࢱࣝࣈーࢸとࢺࣥࢭࣥࢥ

たため、ᕪ込みプࣛࢢをᢤいて消火しています。

店長はの営業時間ᚋ、防災ࢱࣥࢭーに㐃⤡し㥑け付けた㆙備員が⇞えた㊧を確認したため

ቨ付ࢺࣥࢭࣥࢥに⧅がるࣞࣈー࢝ーをษ᩿しています。㆙備員は建物管理♫㐃⤡ᚋ、119

番通報しています。

教 訓 等

のᕪしลやྍ動部分にᙉいຊがかからないࢢプを用するときは、ᕪ込みプࣛࢵࢱࣝࣈーࢸ

ように用しましょう。もし用するሙᡤまでのࢥーࢻの長さが㊊りない時は、ࢥーࢻの長い

。プにኚ᭦するなど↓理のない状況で用しましょうࢵࢱࣝࣈーࢸ

写真 6-2 ࡳのᕪ㎸ࣉࢵࢱࣝࣈ࣮ࢸ
㸦ྍ動㒊分㸧の↝ᦆ状況ࢢࣛࣉ

写真 6-1 ቨࢺࣥࢭࣥࢥ࿘㎶の↝ᦆ状況
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事例２ 「⣧ṇရ࡛ないࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂから出火した火災」 

 

出火時分  㸶月 㸷時ごろ 

用 途 等  長ᒇව共同住宅 防火造 2/0 延 100 ㎡ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  建物ぼや１棟 ࢥーࣞࢻスᤲ㝖ᶵ１ྎ等焼損 

概  要 

この火災は、長ᒇව共同住宅の㸰階ᒃᐊから出火したものです。 

出火原因は、ࢥーࣞࢻスᤲ㝖ᶵに⣧正ရでないࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂをྲྀり付けて充電したためࣂ

 。内部が▷⤡し出火したものですࣜࢸࢵ

１階にᒃ住する住人が部ᒇにいたところ、ᚎࠎにᐊ内が煙臭くなってきたため外に出て確認

すると、㸰階のูྕᐊの❆から煙が出ているのを発見しました。 

火災を発見した１階の住人は、自分のᦠᖏ電話で119番通報しています。 

 

教 訓 等 

火災時、ࢥーࣞࢻスᤲ㝖ᶵにྲྀり付けられていたࣜࢸࢵࣂは࣓ー࢝ーが〇造・㈍してい

る⣧正ရࣜࢸࢵࣂではありませんでした。᭱㏆、ࢱࣥーࢺࢵࢿでࢥーࣞࢻスᤲ㝖ᶵや電動

ᕤ具用などにྲྀり付けできるࠕ⣧正ရでないࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂ がࠖ安く㈍されています。 し

かし、ࢥーࣞࢻスᤲ㝖ᶵ用の⣧正ရでないࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂからの火災が発生しているため、

経῭⏘業┬が令ඖᖺ㸶月㸷日に࣍ー࣒࣌ーࢪでὀពႏ㉳しています。  

充電ᘧ電〇ရのࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂは、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にグ㍕されているࠕ⣧正ရࢵࣃࣜࢸࢵࣂ

。を㉎入し用しましょうࠖࢡ  

 

 

写真 6-3 ↝ᦆしたࣞࢻ࣮ࢥスᤲ㝖ᶵの状況 

 

写真 6-4 ↝ᦆした⣧ṇရ࡛ない 

 の状況ࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂ
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写真 7-1 ⤥況状の㎶࿘器 

 

㸵 ガス設備ᶵ器 
࠙㛵㐃❶➨㸱❶㸵ࠚ 

 

事例㸯 「ガス⤥「災火たし火出めたたれがሰがཱྀẼの器 

 

出火時分  11 月 10 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 3/0 延 100 ㎡ 

被害状況  建物部分焼１棟 ⤥損焼等ྎ１器 

概  要 

この火災は、住宅の㸰階ࢲࣥࣛ࣋に設置された⤥。すでのもたし火出らか器 

出火原因は、⤥、めたࡔいさࡩをཱྀẼてれらおあで㢼がࣝ࢜ࢱとᕸẟたいてし干に๓の器

⤥。すでのもたし火出し出きᄇらかཱྀẼが⅖てれᔂがスࣥࣛࣂ焼⇞の部内器 

火ඖ建物付㏆の住人がྎᡤでᮅ食の‽備をしていたところ、焦げ臭いにおいがしたため❆を

㛤けて確認すると、火ඖ建物の㸰階ࢲࣥࣛ࣋の⤥まいてし見発をのるいてっがୖが⅖らか器

す。発見した住人は、ᐙ᪘に火災を知らせ、ᜥᏊがᦠᖏ電話で 110 番通報しています。 

初期消火は、通行人から火災の知らせをཷけた火ඖ者がࢶࢣࣂでᩘᅇỈをかけて消火してい

ます。 

教 訓 等 

ᅇの火災は、࢞ス⤥どなᕸẟたいてし干、めたたっか㏆が離㊥の➎し干物とཱྀẼの器

が㢼にあおられてẼཱྀに被さったため発生しています。Ẽཱྀがሰがってしまうと、⤥器

内部の⇞焼ࣥࣛࣂスがᝏくなり、不完全⇞焼してẼཱྀから⅖がᄇ出することがあります。 

また、一⯡的な⤥⣙はᗘ の㏆付ཱྀẼの器 200Υで、Ẽ熱でྍ⇞物が᥋して発火する

ྍ⬟ᛶはపいのですが、࢞ス設備ᶵ器を用するときは設備に不具合が出ないようにྍ⇞物と

の㊥離をとることが大ษです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7-2 ⤥況状ᦆ↝の器 

㸦㯤Ⰽᯟ㸧⨨ཱྀẼ器⤥、ࡣ 
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事例２ 「用୰のࢆࣝࣜࢢ࣮࣮ࣗ࢟࣋ࣂ⛣動し出火した火災」�

 

出火時分� � 㸴月� 13時ごろ�

用 途 等� � 建物ᒇୖ�

�被害状況� � �１ྎ等焼損ࣝࣜࢢーࣗ࢟࣋ーࣂ ㈇യ者５人�

概  要 

この火災は、ົᡤのᒇୖから出火したものです。�

出火原因は、ࣂーࣗ࢟࣋ーࣝࣜࢢを用୰に⛣動させようとしたため、固定器具がゎ㝖され

てࣝࣜࢢ部分がⴠ下し、᥋⥆された࢝ーࢪࢵࣜࢺが◚損して₃れた࢞スにࣝࣜࢢの火がᘬ火し

出火したものです。�

という㡢とともに⅖が出たのࠖࣥ࣎ࠕ、部分がⴠ下しࣝࣜࢢを⛣動しようとした際にࣝࣜࢢ

を用客が発見しました。ࡑのᚋ࿘ᅖの用客が119番通報し、᭦にỈ㐨Ỉ等で初期消火を行い

ました。�

なお、この火災で従業員と用客計５人が火യを㈇っています。�

教 訓 等 

この火災で焼損したࣂーࣗ࢟࣋ーࣝࣜࢢのྲྀᢅㄝ᫂᭩では、ࠕ用୰の⛣動は⚗Ṇࠖとグ

㍕されていました。この〇ရの⇞ᩱは、ᅽ⦰されたྍ⇞ᛶ࢞スを用しているため、࣋ࣥ࣎

が◚損してしまうと、火※や火✀が㏆くにあれば࿘ᅖをᕳき込んでᘬ火する༴㝤があります。 

火Ẽ設備ᶵ器の用者は、〇ရを安全にうために必ずྲྀᢅㄝ᫂᭩をよく確認し、ᛮわࡠ

ែで火災にならないようにὀពすることが大ษです。 

 

写真  の↝ᦆ状況ࣝࣜࢢ࣮࣮ࣗ࢟࣋ࣂ 7-3

 

写真  の◚ᦆ状況ࢪࢵࣜࢺ࣮࢝ 7-4
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㸶 ▼Ἔ設備ᶵ器 

࠙㛵㐃❶➨㸱❶㸶ࠚ 

 

事例㸯 「用୰の▼Ἔスࣈ࣮ࢺにス࣮ࣞࣉᘧ₶ࢆ྿ࡁかࡅたため出火した火災」 

 

出火時分  㸱月 11 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 5/0 延 2,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ▼Ἔスࢺー１ྎࣈ焼損 

概  要   

この火災は、共同住宅の㸰階ᒃᐊから出火したものです。 

出火原因は、用୰の▼Ἔスࢺーࣈの᧯作ᡬ内部にスプࣞーᘧ₶（ᄇᑕ㹊㹎㹅）を྿

きかけたため、▼Ἔスࢺーࣈの⅖がᄇᑕの㹊㹎㹅にᘬ火して出火したものです。 

火ඖ者は用୰の▼Ἔスࢺーࣈの᧯作ᡬ内の点火スࢳࢵにスプࣞーᘧ₶Ἔを྿きかけた

ところ、点火スࢳࢵ付㏆から⅖がୖがったので᧯作ᡬを閉めましたが、▼Ἔスࢺーࣈから煙

がᄇ出してきたため、ࢲࣥࣛ࣋に㐠ࡧ出しじょうろのỈをかけて消火しています。 

通報は、㏆くにいた通行人がࢲࣥࣛ࣋から煙が見えたため、自分のᦠᖏ電話で 119 番通報し

ています。 

教 訓 等 

▼Ἔスࢺーࣈの維持管理などは大ษですが、スプࣞーᘧ₶にはྍ⇞ᛶ࢞スをᄇᑕで

用しているため、点火したままスプࣞーを用すると࢞スにᘬ火してしまうので㠀常に༴㝤で

す。ᩚ備やᤲ㝖などをする際は、▼Ἔスࢺーࣈなどの▼Ἔ設備ᶵ器を消してからྲྀᢅㄝ᫂᭩に

グ㍕されている᪉法で実施するようにしましょう。 

 

 

                      

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8-1 ▼Ἔスࣈ࣮ࢺの↝ᦆ状況 

 

写真 8-2 ᧯作ᡬෆ㒊の↝ᦆ状況 
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事例２ 「▼Ἔスࣈ࣮ࢺのᤲ㝖ᚋ、㒊ရྲྀࢆりࡅᛀれて用したため出火した火災」

出火時分 12 月 21 時ごろ

用 途 等 住宅 防火造 2/0 延 100 ㎡

被害状況 建物ぼや１棟 ▼Ἔスࢺー１ྎࣈ焼損

概 要

この火災は、住宅から出火したものです。

出火原因は、▼Ἔスࢺーࣈをᤲ㝖した時にⰺ外⟄を設置するのをᛀれて点火したため、␗常

⇞焼を㉳こし内部が焼損し出火したものです。

▼Ἔスࢺーࣈのᤲ㝖をしていたᒃ住者は、内部のᤲ㝖が⤊わりඖに戻して用できるか確認

のため点火をしたところ、すぐに␗常⇞焼したのを発見しています。

␗常⇞焼にẼが付いたᐙ᪘は、▼Ἔスࢺーࣈをᐙの外に㐠ࡧ出し、ࡑの間、ᒃ住者は自宅の

固定電話から119番通報をしています。

初期消火は、すぐに消防㝲が฿╔したので実施していません。

なお、ᒃ住者は点火するまでⰺ外⟄をྲྀ付けᛀれていたことにẼが付いていませんでした。

教 訓 等

この火災は、▼Ἔスࢺーࣈをᤲ㝖したときに部ရ（ⰺ外⟄）をྲྀり付けᛀれていることに

Ẽが付かずに用したため出火しています。い័れた器具でも部ရを一つでも設置しᛀれ

るとᅇのような火災になることがあります。ᤲ㝖したᚋはᛀれたものがないかよく確認す

ることが大ษです。

写真 8-3 ▼Ἔスࣈ࣮ࢺの状況
㸦ⰺእ⟄がእれていࡿ㸧

写真 8-4 ⇞↝㒊分の状況
㸦ⰺእ⟄がなࡃⰺがぢ࠼ていࡿ㸧
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㸷 ኳらἜ火災
࠙㛵㐃❶➨㸲❶㸯ࠚ

事例㸯 「ㄪ理ᚋኳら鍋ࢆᨺ⨨したために出火した事例」

出火時分 10 月 21 時ごろ

用 途 等 複合用途（飲食店・共同住宅等） 耐火造 3/1 延 700 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり

被害状況 建物ぼや１棟 スࣞࣥࢸスᯈ１ᯛ等焼損

概 要

この火災は、複合建物㸱階にある飲食店のㄪ理ሙから出火したものです。

出火原因は、飲食店店長がኳらをᥭげるために、Ἔの入ったኳら鍋を大ᆺ࢞スこんろで

ᙉ火でຍ熱し、ㄪ理ᚋにᙅ火に戻すことをᛀれ᥋客し、さらにࣞࢺに行ったことにより、時

間の経過とともにኳらἜが過熱され出火したものです。

᮶店客がㄪ理ሙから火が出ているのを発見し、ࣞࢺからᖐってきた店長にࠕ火がついてい

るࠖと知らせました、店長がㄪ理ሙを確認するとኳら鍋のἜから⣙ 30 ⛬ᗘ⅖がୖがってい

るのを確認しました。

火災を発見した᮶店客は、自㌟のᦠᖏ電話で 119 番通報を実施しました。

火災を確認した店長は、大ᆺ࢞スこんろのࢡࢵࢥを閉鎖し、店舗入ཱྀ⬥のࣇࢯー下にあっ

たẟᕸをỈ㐨Ỉでらし、ኳら鍋にかࡪせ消火しました。

教 訓 等

この火災は、ㄪ理ᚋに大ᆺ࢞スこんろの火を消さずに、ࡑのሙを離れてしまったことにより

ኳらἜが過熱され出火しています。火Ẽを用してࡑのሙを離れるሙ合や長時間目をᨺすሙ

合は、必ず火を消すことをᚰがけましょう。

また、消火ᚋもἜの ᗘが下がらない㝈りఱᗘでも発火するᜍれがありますので、鍋にを

して࢞スのඖ栓を閉め、 ᗘが下がるのをᚅちましょう。

写真 9-1 店ෆの状況 写真 9-2 大型ガスこんろୖの状況
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事例２ 「จᅛᢞධᚋ、ᛀれてእ出したために出火した事例」 

 

出火時分  12 月 19 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 2/0 延 200 ㎡ 

被害状況  建物ぼや１棟 ࢞スࣞࣥ１ྎࢪ等焼損 

概  要 

この火災は、住宅１階のྎᡤから出火したものです。 

出火原因は、ᒃ住者が用῭みのኳらἜをฎ分するために、鍋にἜを㸶⛬ᗘ入れたᚋ、

จ固をᢞ入し୰火でຍ熱したまま外出したため、ኳらἜが時間経過とともに過熱され出火

したものです。 

外出していたᒃ住者が自宅付㏆で住宅用火災㆙報器の㡢を⪺き、࢞スࣞࣥࢪの火を消しᛀれ

たことをᛮい出し、急いで自宅に戻りྎᡤを確認すると、࢞スࣞࣥࢪ付㏆で⅖が❧ちୖがって

いるのを発見したため、ྎᡤにあったࢺࢵ࣏でỈをỮみかけて消火しています。 

ス業者に電話したᚋ、119࢞のᚋ、ᒃ住者はࡑ 番通報しています。 

教 訓 等 

この火災は、ኳらἜをฎ理するためにจ固をᢞ入してからຍ熱しており、ࡑのᚋ火を消

しᛀれ出かけてしまい、᭦に用していた࢞スࢸーࣝࣈに安全置が設置されていなかったた

め、Ἔの ᗘのୖ᪼を感知できず出火しました。จ固の用᪉法はྲྀᢅㄝ᫂᭩などを確認

し、正しく用することが㔜要です。 

㧗 のἜにỈをかけると、⅖が急⃭に拡大して࿘ᅖにἜが㣕ࡧᩓり、大ኚ༴㝤です。消火に

は消火器が᭷ຠで、離れた置からἜ㠃をそうようにして用しましょう。たࡔし、鍋に㏆づ

き過ࡂて用すると、ᨺᑕのໃいでἜが㣕ࡧᩓりᡃをする༴㝤がありますのでὀពが必要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9-3 ྎᡤの状況          写真 9-4 ガスࣞࣥࢪの状況 
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写真 10-2 用したガスࢼ࣮ࣂ 写真 10-1 ↝ᦆしたࣂࢺ࣮࢜ 

 

10 ༴ 㝤 ≀ 㢮 

࠙㛵㐃❶➨㸲❶２ࠚ 

 

事例㸯 「作ᴗሙから出火した火災」 

 

出火時分  ５月 19 時㡭 

用 途 等  作業ሙ ࡑの他ᵓ造 1/0 延 50 ㎡ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  建物ぼや１棟 ࢜ー１ྎࣥࢥ࢚、１ྎࣂࢺ、LED  㸰基焼損ࢺࣛ

概  要   

この火災は、作業ሙから出火したものです。 

出火原因は、店長が作業ሙで࢜ーࣂࢺの合ᡂᶞ⬡〇のࣝ࢘࢝を࢞スࣂーࢼで⅝り、ࣝ࢘࢝

をኚᙧさせる作業をしていたところ、ࣝ࢘࢝の内ഃにࣝ࢜ࣥࢪ࢚ࣥが付╔していたことにẼ

付かず作業をしたため、࢞スࣂーࢼの火がࣝ࢘࢝に付╔していたࣝ࢜ࣥࢪ࢚ࣥに᥋⅖し、出

火したものです。 

なお、ࣝ࢘࢝の内ഃにࣝ࢜ࣥࢪ࢚ࣥが付╔していた原因は、୰ྂで㉎入した࢜ーࣂࢺの

ため、ᩚ備ᒚṔ等のグ㘓がなく分かりませんでした。 

Ⲵ物をᒆけに᮶た宅㓄業者は、作業ሙで࢜ーࣂࢺが⇞えているのを確認し、作業ሙの従業

員に㢗まれᦠᖏ電話で 119 番通報しました。 

店長はྎᡤで鍋にỈを⁀めて㸰、㸱ᮼのỈをかけました。従業員はࢰ࢚ーࣝᘧ⡆᫆消火具
㸨

と⢊ᮎ消火器を用して初期消火を実施しました。 

教 訓 等 

〄、は༴㝤物➨ᅄ㢮➨ᅄ▼Ἔ㢮に該当するもので、ᘬ火点௨ୖになると火ⰼࣝ࢜ࣥࢪ࢚ࣥ 

火等でᘬ火する༴㝤物です。ࣝ࢜ࣥࢪ࢚ࣥ等の༴㝤物が用されているᶵ器等をྲྀりᢅうሙ

合には、༴㝤物の₃えいや付╔等はしていないか等の確実な点検を行いᨾ防Ṇに努めること

が大ษです。 
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写真 10-4 ᗫᲠした༴㝤≀ 

 

写真 10-3 出火したᗫἜࢡࣥࢱ 

 

事例２ 「༴㝤≀㢮のᗫᲠにࡼり出火した火災」 

 

出火時分  㸵月 19 時㡭 

用 途 等  ㈍ྲྀᢅᡤᩜ地内の㌴ᗜ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  建物部分焼１棟 ሷࣅ〇ᒇ᰿、外ቨ㸱㎡等焼損 

概  要   

この火災は、㈍ྲྀᢅᡤに㞄᥋する㥔㌴ሙから出火したものです。 

出火原因は、㈍ྲྀᢅᡤ内の༴㝤物のᩚ理を行っていた従業員が、㈍ྲྀᢅᡤに㞄᥋する㥔

㌴ሙ内に置かれたࢼࣥࢩー㢮がྵまれたᗫἜࢡࣥࢱに㔠ᒓ⨁に入っていた⢊ᮎの内ᐜ物（ࢡ

࣒࢘ࣜ࢝㓟࣒ࣟࢡー㢮とࢼࣥࢩ、をᤞてたことから（（一㢮㓟ᛶ固体➨）࣒࢘ࣜ࢝㓟࣒ࣟ

がᛂして出火したものです。 

従業員は㈍ྲྀᢅᡤ内の༴㝤物のᩚ理をしていると、⭉食して⾲♧が分からない㔠ᒓ⨁を㸱

⨁見つけました。㔠ᒓ⨁の୰には⢊ᮎの内ᐜ物がṧっていたことからᗫᲠしようとᛮい、ᗫἜ

こに⨁の内ᐜ物をࡑ、ー㢮が入っていましたがࢼࣥࢩにはࢡࣥࢱました。ᗫἜࡧまで㐠ࢡࣥࢱ

ᗫᲠしたところ✺↛⅖が❧ちୖがりました。 

従業員は㈍ྲྀᢅᡤ内にいたูの従業員に火災を知らせ、火災を知らされた従業員は㈍ྲྀ

ᢅᡤ内の⢊ᮎ消火器を㸱ᮏ用して初期消火を実施しました。 

㔠ᒓ⨁の内ᐜ物の一部にはྍ⇞物とΰゐすると発火のᜍれがある➨一㢮の༴㝤物がྵまれ

ていました。 

また、⨁の内ᐜ物をᤞてた従業員は༴㝤物ྲྀᢅ者の㈨᱁を保᭷していませんでした。 

教 訓 等 

 ༴㝤物は、㈓ⶶやྲྀᢅいをㄗると発火やᘬ火などのᜍれがあります。保Ꮡᐜ器にグ㍕されて

いるྲྀᢅい᪉法やὀព㡯を確認し、正しく管理しましょう。 
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11 等⨁࣮ࣝࢰ࢚
࠙㛵㐃❶➨㸲❶㸱ࠚ

事例㸯 「᥋⥆㒊から₃れた㹊㹎ガスにᘬ火し出火した火災࣋ࣥ࣎ࢺࢵࢭ࢝」

出火時分 12 月 11 時ごろ

用 途 等 地ᇦ活動ᨭࢱࣥࢭー 耐火造 2/0 延 100 ㎡

防火管理 㠀該当

被害状況 建物ぼや１棟ࠉ⡆᫆ᆺ࢞スこんろ１ྎ、ᗙᕸᅋ１ᯛ焼損

概 要�

この火災は、地ᇦ活動ᨭࢱࣥࢭー㸰階のఇ᠁ᐊから出火したものです。

出火原因は、⡆᫆ᆺ࢞スこんろ内の安全置（ᅽຊ感知安全置）の器具栓つまみの࣒ࢦ〇

部ရから㹊㹎࢞スの₃れが発生し、ᮏ体内に␃した㹊㹎࢞スが点火時の火ⰼでᘬ火し出火し

たものです。

施設⫋員は、おのろんこ、ろことたしᅇをみまつ栓具器のろんこス࢞ᆺ᫆⡆めたすかἛを

火が点きませんでした。ࣂ࢝࣋ࣥ࣎ーを㛤けて確認すると、࣋ࣥ࣎ࢺࢵࢭ࢝の୰㌟がなかった

ため᪂しい࣋ࣥ࣎にྲྀり᭰えてᗘつまみをᅇしましたが火は点きませんでした。同部ᒇにい

た同が確認すると、࣋ࣥ࣎のษḞきの置がずれていたため、置を合わせて器具栓つまみ

をᅇすと器具栓つまみとᐜ器ࣂ࢝ーの㝽間から⅖を発見しました。

⅖を消ࡑうと器具栓つまみをࣇ࢜にしましたが消えなかったため、施設⫋員と用者がᗙᕸ

ᅋと⢊ᮎ消火器で消火しています。

通報は初期消火を実施したあと施設の固定電話で 119 番通報しています。

教 訓 等

この火災は、⡆᫆ᆺ࢞スこんろのᅽຊ感知安全置に用されている㏫Ṇᘚの器具栓つまみ

ഃ࣒ࢦ〇部ရ（㹍
ー࢜

スの₃れが発生し火災になっています。もし正しい用᪉࢞で㹊㹎（ࢢࣥࣜ

法をしているときに࢞ス₃れなどの␗ኚを感じたときにはすぐにうのをやめましょう。

また、␗常については〇造࣓ー࢝ーや㈍店などのお客ᵝࢱࣥࢭーに┦ㄯしましょう。

写真 11-1 ↝ᦆした⡆᫆型ガスこんろの状況 写真 11-2 Ỉ୰に₃れた㹊㹎ガスのẼἻ
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事例２ 「ㄪ理୰に用したࣥࢱࣈガスࢼ࣮ࣂࢳ࣮ࢺの᥋⥆㒊から出火した火災」 

 

出火時分  㸲月 20 時ごろ 

用 途 等  複合用途（飲食店・ົᡤ等） 耐火造 7/0 延 500 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 電Ꮚࣞࣥ１ྎࢪ、内ቨ若干等焼損 

概 要�

この火災は、複合用途建物㸰階の飲食店ㄪ理ሙから出火したものです。 

出火原因は、࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼと࣋ࣥ࣎ࢺࢵࢭ࢝᥋⥆部分から₃ὤしたྍ⇞ᛶ࢞スに

ᘬ火し出火しています。 

ㄪ理୰の従業員はㄪ理୰の食材に焦げ目をつけるため、࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼをࢺࢵࢭ࢝

に入ࢡࣥࢩ、との⤖合部から⅖が❧ちୖがったため࣋ࣥ࣎、に᥋⥆し点火をしたところ࣋ࣥ࣎

れてỈをかけても消火できませんでした。ࡑのᚋ、店長が‵らせたᕸを被せて消火しています。 

通報は、付㏆建物の♫員が自動火災報知設備のࣝ࣋㬆動㡢を⪺き、火ඖ建物で火のような

ものを確認したため 119 番通報しています。 

教 訓 等 

この火災で用されている࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼは過ཤにも同ᵝの火災がከ発しているた

め、令ඖᖺ㸷月㸱日に࢞ࠕスࢺーࣂࢳーࢼの不具合（࢞ス₃れ）による火災がከ発していま

すࠖで報㐨発⾲をしています。なお、不具合を㉳こした〇ရには௨下の≉長があります。おᡭ

ඖの〇ရに␗常がないか༑分ὀពしてくࡔさい。 

ձ ࢣࢵࣃーࢪやᮏ体に࣓ー࢝ーྡがグ㍕されていないため、〇造ඖが分からない。 

ղ ࢱࣥーࢺࢵࢿ通㈍でのὶ通がከく、ᵝࠎな㈍者が⊂自のྡ⛠で㈍しているが、㐃⤡

が付かない㈍者もከい。 

ճ ᅜ内࣓ー࢝ーရにẚてప౯᱁なᾏ外〇の〇ရで、用する部ရ点ᩘがᑡない。 

մ ㉎入してから▷期間のうちに࢞ス₃れを㉳こし火災になるࢣースがある。 

 

写真 11-3 ㄪ理ሙの↝ᦆ状況 

 

写真 ࢺࢵࢭ࢝とࢼ࣮ࣂࢳ࣮ࢺガスࣥࢱࣈ 11-4

 の᥋⥆Ⰻ状況࣋ࣥ࣎
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写真 12-3 ᾎᐊࢻの◚ᦆ状況写真 12-2 の◚ᦆ状況ࢩࢵࢧ

写真 12-1 ス㢼࿅㔩の状況ࣥࣛࣂ

12 ⇿Ⓨ火災

࠙㛵㐃❶➨㸲❶㸲ࠚ

ὀ ここ࡛い࠺⇿Ⓨ火災とࡣ、⇿Ⓨᦆ害がⓎ⏕した火災ࢆいいࠋࡍࡲ

事例㸯 「のྍ⇞ᛶガスが㢼࿅㔩のⅬ火࡛ᘬ火し⇿Ⓨした火災ࢼ࣮ࣜࢡࢶ࣮ࣃ」

出火時分 㸰月 17 時ごろ

用 途 等 共同住宅 耐火造 10/0 延 7,000 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり

被害状況 建物ぼや１棟 等◚損ࢻ㸰、ᾎᐊࢩࢵࢧ

概 要

この火災は、共同住宅の㸵階ᾎᐊから出火したものです。

出火原因は、ᒃ住者がᾎᐊで࢜ーࣂࢺの部ရをࣃーࣜࢡࢶーࢼでὙίしたᚋ、㢼࿅㔩を点

火したため、ᾎᐊ内に␃していたྍ⇞ᛶ࢞スにᘬ火し⇿発したものです。

ᒃ住者は、ᾎᐊでࣃーࣜࢡࢶーࢼを用したあとに㢼࿅㔩を点火すると、⇿発が発生したた

め、ᒃᐊに置いてあったᐙ᪘のᦠᖏ電話で 119 番通報をしています。

初期消火は、焼損物௳がなかったため行われていません。

なお、この火災で㈇യ者はいませんでした。

教 訓 等

この⇿発火災では、ᖾ㐠にも㈇യ者は発生しませんでした。ࣃーࣜࢡࢶーࢼのᡂ分は、ࠕᄇ

ᑕとしてのྍ⇞ᛶ࢞スࠖやࠕᘬ火ᛶᾮ体ࠖなどがྵまれています。〇ရにグ㍕されているࠕ火

Ẽの㏆くでの用⚗Ṇ やࠖࠕ㧗 になるሙᡤでの保管⚗Ṇ 等ࠖのὀព᭩きを確認するとともに、

࿘ᅖでࣟࢡࢯ࢘などの〄火や▼Ἔスࢺーࣈなどの火Ẽが用されていないか࿘ᅖの状況をよ

く確認し正しくうことが大ษです。

用した࣮ࣜࢡࢶ࣮ࣃ
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写真 12-6 ኳの↝ᦆ状況 

 

写真 12-5 ᒃᐊの↝ᦆ状況 

 

写真 12-4 ⋞㛵の↝ᦆ状況 

 

事例２ 「₃࠼いした㒔ᕷガスにᘬ火し⇿Ⓨした火災」 
 

出火時分  㸶月 20 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 3/0 延 200 ㎡ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  建物部分焼１棟 ぼや１棟 計㸰棟 

ኳ㸰㎡、内ቨ㸱㎡等焼損 ㈇യ者㸰人（うちṚ者１人） 

概  要 

この火災は、共同住宅の１階ᒃᐊから出火

したものです。 

出火原因は、共同住宅の地下にあるỈᵴ

にᘬきᘔされた࢞ス管がỈ分で⭉食したため、

₃ὤした㒔ᕷ࢞スが建物の㝽間からᐊ内にὶ

入し、࢞ス₃れにẼが付かなかったᒃ住者が

たばこを྾うためࣛࢱーを用したところ、

㒔ᕷ࢞スにᘬ火して⇿発したものです。 

通報は、㏆㞄住人が㊰ୖをṌいている際に、

⇿発㡢を⪺き㡢のうを見ると❆が྿き㣕ࡧ、

部ᒇ内部から火が出ているのを発見したため、

119 番通報をしています。 

この火災で㈇യした㸰人のうち１人がᚋ日

ஸくなっています。 

教 訓 等 

この⇿発火災は、࢞ス管から₃えいした㒔

ᕷ࢞スにẼづかずにࣛࢱーを用したため

に発生しています。㒔ᕷ࢞スは࣓ࣥࢱ（プࣟ

ス࢞↛をᡂ分とするኳ（ࣥࢱࣈスは࢞ࣥࣃ

に臭いをつけてあります。また、㒔ᕷ࢞スは

✵Ẽより軽くୖ部（プࣟ࢞ࣥࣃスは✵Ẽより

㔜く下部）にたまりやすくなっています。 

 日常のὀព点として、いつもとは㐪う臭い

がするなどの␗常を感じたሙ合は、࿘ᅖを確

認し❆を㛤けてẼを行い、࢞ス♫に点検

してもらいましょう。 
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13 ♫ ࿌ ရ 
࠙㛵㐃❶➨㸲❶㸳ࠚ 

事例 「♫࿌ရのࣥࢥࢯࣃࢺ࣮ࣀ用のࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂから出火した火災」

出火時分  㸲月 12 時ごろ 

用 途 等  複合用途（飲食店・ົᡤ等） 耐火造 4/0 延 500 ㎡  

防火管理  該当選任なし 消防計画なし 

被害状況  建物ぼや１棟ࣀࠉー１ྎࣥࢥࢯࣃࢺ等焼損

概  要 

この火災は、ࣀーࣥࢥࢯࣃࢺ用のࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂから出火したものです。 

出火原因は、ࣜࢸࢵࣂの〇造ୖの不具合により、ࣜࢸࢵࣂ内部で▷⤡し、出火したものです。 

♫従業員がົ作業୰に同ᐊ内のࣀーࣥࢥࢯࣃࢺから⅖と㯮煙がୖがったため、ࣞࢺ内

のごみ⟽にỈをỮみ初期消火を実施しました。 

火災により自動火災報知設備が発報し、㆙備♫に␗常を知らせるಙྕが㏦られたため、㆙

備♫から110番通報しています。ࡑのᚋ、㆙ᐹから消防通報（㌿㏦）されています。 

教 訓 等

この火災で⇞えたࣀーࣥࢥࢯࣃࢺ用のࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂは、ࢡࢵࢽࢯࢼࣃᰴᘧ♫が〇造した

㹁㹄㸫㹌１㸮ࣃーࣗࣆࣥࢥࣝࢼࢯーࢱに╔されており、ࣜࢸࢵࣂの〇造ୖの不具合により出

火するᜍれがあるとしてᖹᡂ26ᖺ11月13日に♫࿌が実施され、保ド期間内外をၥわず↓ൾで

・ᅇをしています。 

♫࿌・ࣜࢥーࣝ報は᪂⪺や࣍ー࣒࣌ーࢪなどで࿘知しています。用している電〇ရな

どが♫࿌・ࣜࢥーࣝ該当ရのሙ合は用を୰Ṇし、〇造♫もしくは㈍店に㐃⤡してᨵಟ等

を౫㢗して下さい。

写真 㠃 写真ࣥࢥࢯࣃࢺ࣮ࣀ 13-1  用のࣥࢥࢯࣃࢺ࣮ࣀ 13-2

 ᦆ状況↝ࢡࢵࣃࣜࢸࢵࣂ
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14 火災にࡿࡼṚയ⪅ 

࠙㛵㐃❶➨㸳❶ࠚ 

 

事例㸯 「たࡤこの火※がⴠୗし出火したことにࡼり、Ṛ⪅がⓎ⏕した火災」 

 

出火時分  㸷月 21 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 8/0 延 1,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ␚㸱ᯛ、ᕸᅋ１ᯛ焼損 Ṛ者１人 

概  要 

この火災は、共同住宅㸰階のᒃᐊから出火したものです。 

出火原因は、ᒃ住者が྾っていたたばこの྾いẆがᕸᅋୖにⴠ下し、↓⅖⇞焼を⥅⥆し、

出火したものです。 

出火建物の付㏆に住ࡴ♫員がᖐ宅したところ、出火建物から住宅用火災㆙報器の㬆動㡢

ときなくさい臭Ẽを感じたため、自㌟のᦠᖏ電話から 119 番通報しています。初期消火は行

われていません。 

ᒃ住者は消防㝲によりᩆຓされましたが、Ṛஸが確認されました。 

教 訓 等 

 この火災は、ᒃ住者が྾ったたばこの྾いẆがᕸᅋୖにⴠ下したため、⅖が出ない↓⅖⇞

焼が⥅⥆し、出火したものです。 

 ↓⅖⇞焼୰にも一㓟Ⅳ⣲は発生し、火災にẼ付いた時には一㓟Ⅳ⣲୰ẘにより㌟体を

動かすことができず、ᑠつᶍな火災であってもṚに⮳ることがあります。 

྾いẆをᤞてる際は、Ỉにᾐすなど確実に消火されたことを確認してからฎ分しましょう。 

  

 

写真 14-1 ↝ᦆしたᒃᐊの状況 

 

写真 14-2 ⅊─ෆの状況 
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2�1

 

写真 �4-4 ⤒ᮘୖの状況 

 
 

写真 �4-� ᒃ室内の状況 

事例２ 「ቭ用ロࡀࢡࢯ࢘㌿ಽし࡚出火しࠊṚ⪅ࡀⓎ⏕した火災」 

 

出火時分  ５月 17 時ごろ 

用 途 等  ఫᏯ 防火造 2/0 延 70 ㎡ 

被害状況  建物༙焼１棟 �0 ㎡焼損 Ṛ者１人 

概  要 

この火災は、ఫᏯ１階のᒃ室から出火したものです。 

出火原因は、ᒃఫ者が１階のᒃ室で⤒ᮘ上のቭ用ロࢡࢯ࢘に火をつࡅて使用していた㝿、

ロࢡࢯ࢘が㌿ಽし、⤒ᮘと᥋していたᮌ〇のたࢇすに╔火し出火したものです。 

場の用者は、付近のఫᏯから煙が出ているのを発見したため、ᨭ㓄人に火災を知ࣇルࢦ

らせました。知らせを受ࡅたᨭ㓄人は、ࢦルࣇ場の固定電話から 119 番通報しましたが⧅が

らなかったため、近所のᐙの固定電話から 119 番通報しています。初期消火は⾜ࢃれていま

せࢇ。 

ᒃఫ者は消防㝲によりᩆຓされましたが、ᦙ送ඛの㝔でṚஸが確認されました。 

教 訓 等 

 この火災は、⤒ᮘ上の火のついているロࢡࢯ࢘が㌿ಽし、近くにあったᐙ具などに╔火し

出火したものです。 

 ロࢡࢯ࢘の㌿ಽや᥋⅖による火災は、ቭ内の⊃い✵㛫にⅉ᫂を౪࠼ることにより、周囲

に౪࠼てある可⇞物に╔火し出火していることから、ⅉ᫂の近くに可⇞物や造ⰼを౪࠼たり、

⊃い✵㛫に౪࠼ないよ࠺にしまし࠺ࡻ。 

 ロࢡࢯ࢘を使用する㝿は、火が消࠼るまではࡑの場を㞳れࡎ、火を消してから㞳れましࡻ

 。࠺
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15 㧗 㱋 ⪅ 

࠙㛵㐃❶➨㸴❶㸯ࠚ 

 

事例㸯  「㟁Ẽࢆࣝࢺࢣガスࣞࣥࢪのこんろにかࡅて出火した火災」 

 

出火時分   ろご時41 月㸷  

用 途 等  住宅 防火造 2㸭� 延 ��� ㎡ 

被害状況  建物ぼや１棟 電Ẽ１ྎࣝࢺࢣ、㞧ᕵ１ᯛ焼損 

概  要 

 この火災は、一人ᬽらしの㧗㱋者の住宅１階ྎᡤから出火したものです。 

 出火原因は、ᒃ住者がおたし火点てい置をࣝࢺࢣẼ電にろんこのࢪࣥࣞス࢞とうࡑかἛを

ため、電Ẽࣝࢺࢣに╔火し出火したものです。 

 ᒃ住者はお、し火点てい置にろんこのࢪࣥࣞス࢞、ᚋたれ入をỈにࣝࢺࢣẼ電とうࡑかἛを

のሙを離れました。時間が経ってもお、とく行にし認確にᡤྎめたいなえこ⪺が㡢たいἛのࡑ

電Ẽࣝࢺࢣが⇞えているのを発見しました。 

火災を発見したᒃ住者は、こんろの点火スࢳࢵをࠕṆࠖにしたᚋ、Ỉ㐨Ỉとれ㞧ᕵを⇞

えている電Ẽࣝࢺࢣにかけて消火し、自宅の固定電話から 119 番通報しています。 

教 訓 等 

この火災は、㧗㱋者が電Ẽࣝࢺࢣの用᪉法を間㐪えたことにẼが付かずに࢞スࣞࣥࢪのこ

んろで用したため、火災が発生しました。 

㧗㱋者がㄪ理器具やᬮ房器具などの用᪉法௨外の用途や⪃え㐪いで用して出火した火災

は、ẖᖺ発生しています。 

㌟㏆に㧗㱋者がいるᐙᗞや仕で᥋ゐする᪉は、日㡭から㧗㱋者の行動をᢕᥱし、用して

いる器具などのྲྀᢅㄝ᫂᭩にグされている用᪉法を確認することが大ษです。㧗㱋者の火の

ྲྀᢅいに༑分ὀពをᡶいましょう。 

  

 

写真 15-1 ྎᡤの状況 

 

写真 15-2 ↝ᦆした㟁Ẽࣝࢺࢣ㸦ᗏ㠃㸧の状況 
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事例２ 「たࡤこのጞᮎにࡼり出火し、Ṛ⪅がⓎ⏕した火災」

出火時分 12 月 㸰時ごろ

用 途 等 共同住宅 ‽耐火造 3㸭0 延 100 ㎡

防火管理 㠀該当

被害状況 建物部分焼１棟��㎡、外ቨ��㎡焼損ࠉṚ者１人

概 要

この火災は共同住宅の１階ྎᡤから出火したものです。

出火原因はᒃ住者がႚ煙ᚋ、完全に消火されていないたばこの྾いẆをごみ⿄にᤞてたた

め、ごみくずに╔火し出火したものです。

付㏆建物のᒃ住者は、外から物㡢が⪺こえたため確認すると、火ඖ建物から煙が出ている

のを発見したため、自㌟のᦠᖏ電話から 119 番通報しました。初期消火は行われていません。

ᒃ住者は消防㝲によりᩆຓされましたが、ᦙ㏦ඛの㝔でṚஸが確認されました。

教 訓 等

この火災は、完全に消火がされていない火✀のṧっているたばこの྾いẆをࡑのままごみ

⿄にᤞてたことにより発生しています。たばこによる火災は、ྍ⇞物に᥋ゐしてもすぐには

⅖をあげず↓⅖⇞焼を⥅⥆し、一㓟Ⅳ⣲が発生します。྾入した一㓟Ⅳ⣲の⃰ᗘによっ

ては、体の自⏤がかなくなり、㏨げ遅れてしまう༴㝤ᛶがあります。

ႚ煙⩦័のある㧗㱋者がいるᐙᗞでは、日㡭からႚ煙ሙᡤや྾いẆのฎ理等のႚ煙⎔ቃを

確認しましょう。྾いẆをฎ理する際は、Ỉを張るまたはỈにᾐすなど確実に消火してから、

㔠ᒓ〇やࣛ࢞ス〇の⅊─にᤞてるようにしましょう。

写真 15-4 ↝ᦆしたࡳࡈ⿄の状況写真 15-3 ྎᡤの状況
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16 ᕤ 事

事例 「᪂⠏ᕤ事୰ᘓ≀のᆅୗ㸯㝵から出火した火災」 

出火時分  １月 㸷時ごろ 

用 途 等  ົᡤ 耐火造 3/1 延 400 ㎡ 

被害状況  建物༙焼１棟 地下１階から㸱階ཬࡧᦚᒇ部分 200 ㎡焼損 ㈇യ者㸱人 

概  要 

この火災は、᪂⠏ᕤ୰建物の地下１階でᕤ作

業୰に出火したものです。 

出火原因は、ᕤ⌧ሙ作業員がࢹスࣥࣛࢢࢡ

、のษ᩿作業を行った際ࣗࢩࢵを用し、㔠ᒓ〇࣓ࢲ

から㣕ᩓした火ⰼがᗋのかさୖげ用にᩜࢲࣥࣛࢢ

かれていた発Ἳスࣟࢳーࣝに╔火し出火したもので

す。 

作業員が㔠ᒓ〇࣓ࣗࢩࢵのษ᩿を⤊え⛣動しよう

としたところ、防⅖ࢩーࢺがᩜかれていない発Ἳス

ーࣝから⅖が❧ちୖがっているのを発見しましࣟࢳ

た。発見した作業員は地下１階と１階に置かれた⢊

ᮎ消火器で消火をヨみましたが火のໃいがᙉく消火

できなかったため、࿘ᅖ火であることを知らせ

ながらᒇ外避難しています。 

通報は、㸱階で作業していた⌧ሙ㈐任者が火災の

知らせを⪺き地下１階ྥかったところ火災を確認

したため、࿘ᅖに知らせるとともに自㌟も避難しな

がらᦠᖏ電話で 119 通報しています。 

教 訓 等 

ᕤ⌧ሙでは、ᕤで用するከ㔞のྍ⇞物やሬ 

ᩱ等の༴㝤物がᡤ⊃しに置かれています。ᕤ作業 

員は、⌧ሙに₯ࡴ༴㝤ᛶを༑分認㆑したୖで作業を 

行うことが㔜要です。⁐᥋⁐᩿・ࢲࣥࣛࢢ等火ⰼ 

が発生する作業を行う際は、๓に不⇞ࢩーࢺ等で࿘ᅖを㣴生し、付㏆に᩿熱材などのྍ⇞物

がないことを確認、さらに消火器等の‽備をするなど火災ண防ᑐ⟇を徹底しましょう。  

また、ᕤの‽備や作業を行う๓に作業員全員が⌧ሙの㓄置状況、ྛࠎの作業内ᐜ、火Ẽの

用状況୪ࡧに༴㝤物の᭷↓など認㆑して作業にྲྀり⤌めるよう報共᭷を徹底し出火防Ṇに

つなげましょう。 

ᅗ 16-1 作ᴗဨの作ᴗ状況

㌣య 

㸦ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ㸧 

 ࢲࣥࣛࢢࢡスࢹ

防⅖ࢺ࣮ࢩ 

㔠ᒓ〇࣓ࣗࢩࢵ 

ⓎἻス࣮ࣝࣟࢳ 

写真 16-1 出火⟠ᡤの状況

60　第２章　火災事例

㌣య�

㸦ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ㸧�

�ࢲࣥࣛࢢࢡスࢹ

防⅖ࢺ࣮ࢩ�

㔠ᒓ〇࣓ࣗࢩࢵ
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17 ╔⾰╔火 

࠙㛵㐃❶➨㸴❶㸱ࠚ 

 

事例㸯 「ガスࣝࣈ࣮ࢸの⅖が╔⾰に╔火し、㈇യ⪅がⓎ⏕した火災」 

 

出火時分  㸰月 18 時ごろ  

用 途 等  作業ሙే用住宅 耐火造 5/0 延 400 ㎡ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  建物ぼや１棟 ╔⾰、ࣝ࢜ࢱ焼損 ㈇യ者１人 

概  要 

 この火災は、作業ሙే用住宅の㸱階住宅のྎᡤから出火したものです。 

 出火原因は、火ඖ者がྎᡤでㄪ理୰にูの作業をしようと࢞スࢸーࣝࣈに⫼をྥけた際に、

 。の火が╔⾰に╔火し出火したものですࣝࣈーࢸス࢞

同ᒃするᐙ᪘がᖐ宅したところ、ྎ ᡤで火ඖ者が火യをした状ែで᳔Ꮚにᗙっていたため、

自宅の固定電話から 119 番通報しました。 

 火ඖ者は、ྎᡤのὶしྎで㢌からỈ㐨Ỉをかࡪり、初期消火を行いました。 

教 訓 等 

令ඖᖺ୰の╔⾰╔火火災は 68௳で、ࡑのうち࢞スࢸーࣝࣈ等によるものは 43௳でした。 

╔⾰╔火による火災はẖᖺ発生しており、┤᥋╔⾰が⇞えるため、ᖺ㱋に関係なくṚയす

る༴㝤が㧗くなっています。ㄪ理をする際はࣛࣇ࣐ーやスࢺーࣝを外し、⿇がᗈがっていた

り〈がࡺったりとした᭹は避けるなどのὀពをᡶうことが必要です。また、防⅖〇ရの⾰㢮

 。を╔用すると、延焼拡大を防ぐことができます（ー等ࣂ࣒࢝ープࣟࣥや࢚）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 17-1 ྎᡤ㏆の状況 

 

写真 17-2 ↝ᦆした╔⾰の状況 
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270 火災 

事例２ 「ガ࣮ࢻがእれていࡿ㟁Ẽスࣈ࣮ࢺのࢱ࣮ࣄに╔⾰が᥋ゐし、出火した火災」 

出火時分  12 月 16 時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 7/0 延 2,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ╔⾰焼損 ㈇യ者１人 

概  要 

 この火災は、共同住宅㸴階のྎᡤ内で発生したものです。 

 出火原因は、ࣥࢳࢵ࢟ࢢࣥࢽࢲに置かれていた࢞ーࢻの外れた電Ẽスࢺーࣈのࣄーࢱ部

分に火ඖ者のࣥࣟࢼ〇ス࢝ーࢺが᥋ゐしたため、出火したものです。 

火ඖ者は電話がかかってきたため、ࣥࢳࢵ࢟ࢢࣥࢽࢲでᩘ⛊間話して電話をษったとこ

ろ、ᒚいているス࢝ーࢺが⇞えているのを発見しました。 

 同ᒃしている㞄ᐊにいたᐙ᪘が、火ඖ者のྉࡧኌを⪺いて㥑け付けたところ、火ඖ者の⫼

୰から⅖が❧ちୖがっていたため、ᾎᐊにつれて行き࣡ࣕࢩーのỈをかけて消火しています。

通報は、᮶ゼ୰のู住ᡤにᒃ住するᐙ᪘が、ᦠᖏ電話から 119 番通報しました。 

教 訓 等 

 この火災は、࢞ーࢻが外れた状ែでっていたため、╔⾰がࣄーࢱ部分に᥋ゐし火災にな

っています。ࣄーࢱ部分の ᗘは〇ရにより␗なりますが、⣙ 900Υまでୖ᪼するものもあ

り、ྍ⇞物が᥋ゐすると⇞えてしまいますので、࢞ーࢻが外れた電Ẽスࢺーࣈを用するの

は、⤯ᑐにやめましょう。 

また、けᕸᅋや⇞えやすいྍ⇞物が電Ẽスࢺーࣈの㏆くに置いてあると、ࣄーࢱ部分の

ᨺᑕ熱によりྍ⇞物が発火するྍ⬟ᛶもありますので、ὀពが必要です。�

 電Ẽスࢺーࣈでᬮをྲྀる際は、ྲྀᢅㄝ᫂᭩で正しいい᪉をよく確認しましょう。 

写真 17-3 㟁Ẽスࣈ࣮ࢺの状況 写真 17-4 ↝ᦆした╔⾰の状況
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18 防⅖≀ရ等
࠙㛵㐃❶➨㸴❶㸲ࠚ 

事例 「㟁Ẽ⁐᥋器の㣴⏕࡛用していた防⅖ࢺ࣮ࢩにࡼりᘏ↝ᣑ大ࢆ防いࡔ火災」 

出火時分  㸲月 14 時ごろ 

用 途 等  ᪂⠏ᕤ⌧ሙ 

被害状況  防⅖ࢩーࢺ㸱ᯛ、防⅖１ࢺࢵࢿᯛ焼損 

概  要 

この火災は、᪂⠏ᕤ建⠏୰建物㸶階のᒇ外㊊ሙ

から出火したものです。 

出火原因は、作業員が㸶階ᕤ⌧ሙで㸿㹊㹁ࢿࣃ

ࣝを㛤ཱྀࣝࢢࣥにーࢡ⁐᥋୰、㣴生していた防

に⁐᥋器の火ⰼがᩓったことで╔火し出火ࢺーࢩ⅖

したものです。作業員がーࢡ⁐᥋୰に㣴生してい

た防⅖ࢩーࢺから煙が出ているのを発見しました。

作業員は、⌧ሙ㈐任者㐃⤡、さらに⌧ሙ㈐任者か

ら⌧ሙᡤ長㐃⤡し、⌧ሙᡤ長がᦠᖏ電話で 119 番

通報しています。 

作業員は他の作業員と༠ຊし建物内に防⅖ࢩーࢺ

を建物内にྲྀ込み、消火用に‽備していたࣥࢱ࣏ࣜ

 。ᐜ器のỈをかけ初期消火しましたࢡ

教 訓 等 

この火災では、電Ẽ⁐᥋器で⁐᥋作業୰に出火し 

ました。ணめ消火用のỈを‽備し、⁐᥋による火ⰼ 

が㣕ᩓしないよう防⅖ࢩーࢺで࿘ᅖを㣴生したୖで 

作業を行っています。防⅖ࢩーࢺが防⅖物ရであっ 

たこと、用ពしていた消火用ࢡࣥࢱ࣏ࣜを用しすぐに初期消火できたことが火災の拡大を防

いでいます。 

ᕤ୰の建⠏物で用するᕤ用ࢩーࢺは防⅖ᛶ⬟を᭷する防⅖物ရを用しなければなり

ません。防⅖ᛶ⬟とは初期火災の際にࢩーࢺ等に⇞え⛣ってもࡑれ自㌟が延焼拡大の要因とな

らない⛬ᗘのప⇞焼ᛶをいい、火災のᡂ長をᢚไし、消火ཬࡧ避難の時間をできるࡔけ長く確

保するために⧄維等に必要とされるᛶ⬟をいいます。 

ᕤ⌧ሙでは⁐᥋等火ⰼが出る作業もከく、࿘ᅖにྍ⇞物があり一ᗘ╔火すれば▐く間に延

焼する༴㝤ᛶもあります。࿘ᅖの状況のᢕᥱと入ᛕな火災ண防のための‽備が必㡲です。また、

ᮏ火災のように、防⅖物ရは火災の初期ẁ階では火災の発生を防Ṇし、延焼拡大を防Ṇするこ

とが期ᚅできることから㌟㏆な防火ᑐ⟇として᭷ຠです。 

写真 18-2 防⅖ࢺ࣮ࢩの↝ᦆ状況

写真 18-1 用した㟁Ẽ⁐᥋器の状況
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�� ఫᏯ火災 

࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸯ࠚ 

 

事例㸯 「ࢺࢫࢫ࢞ーࣈ⾰㢮ࡀⴠୗし出火した火災」 

 

出火時分  12 月 㸴時ごろ 

用 途 等  ඹ同ఫᏯ 防火造 2/0 延 100 ㎡ 

防火管理  非該当 

被害状況  建物ࡰや１棟 ⾰㢮１ᯛ、␚、カー࣌ッࢺⱝᖸ焼損   

概  要 

この火災は、ඹ同ఫᏯの１階ᒃ室から出火したものです。 

出火原因は、ᒃఫ者がカーࣞࣥࢸールにかࡅていた⾰㢮が࢞ススࢺーࣈの上にⴠ下し、出火

したものです。 

ᒃఫ者は㉳ᗋ後、࢞ススࢺーࣈをⅬ火し、Ὑ㠃ྎで㢦をὙっていたところ、↔ࡆ⮯いにおい

がしました。周囲を確認すると、࢞ススࢺーࣈの上にⴠࡕていた⾰㢮が⅖を上ࡆているのを発

見したため、ᗙᕸᅋで྇いて消火をしています。 

通報は、ᒃఫ者がᐙ᪘に┦ㄯ後、自分のᦠᖏ電話で⟶㎄消防⨫へ通報しています。 

なお、ఫᏯ用火災㆙報ჾは煙の㔞がᑡなかったため、作動㸦ឤ知㸧するまでに⮳りませࢇで

した。 

教 訓 等 

 この火災は、ᒃఫ者がὙ㠃ྎに⛣動したあとカーࣞࣥࢸールにྞるされていた⾰㢮が࢞スス

のࡑ、ているときはࡅールや長ᢲに⾰㢮をかࣞࣥࢸの上にⴠ下し出火しています。カーࣈーࢺ

周囲や┿下でスࢺーࣈなどのᬮᡣჾ具を使用するのはやめまし࠺ࡻ。 

 

 

 

写真 ��-� 出火室の↝ᦆ状況 

 

写真 �� ࿘㎶の↝ᦆ状況ࣈーࢺࢫࢫ࢞ 2-
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事例２ 「ఫᏯ用火災㆙報器の㟁※ࢢࣛࣉがእれていたఫᏯ࡛Ṛ⪅がⓎ⏕した火災」 

 

出火時分  12 月 18 時ごろ 

用 途 等  住宅 防火造 3/0 延 100 ㎡ 

被害状況  建物༙焼１棟 37 ㎡等焼損 Ṛ者１人 

概  要 

 この火災は、住宅㸰階のᒃᐊから出火したものです。 

 出火原因は、完全に消えていなかったたばこの྾いẆがୖࢻࢵ࣋のᕸᅋに╔火し、出火した

ものです。 

出火建物付㏆を㉮行୰の㌴୧の同者が外を═めていると、ᐙから㯮い煙と火が出ているの

を発見したため、㐠㌿者に伝えました。㐠㌿者は㌴୧を付㏆の㥔㌴ሙにめてᐙを見に行くと

火がᄇきࡔしていたため、自㌟のᦠᖏ電話で 119 番通報しています。 

火ඖ者はᒃᐊから消防㝲によりᩆຓされましたが、Ṛஸが確認されました。 

教 訓 等 

 この火災は、ぶᏊ㸰人ᬽらしの住宅から出火した火災で、たばこの不ጞᮎが原因で出火して

います。この住宅のᒃᐊには住宅用火災㆙報器（௨下ࠕ住㆙器ࠖという。）は設置されていませ

んでした。また、１階ྎᡤに設置されていた複合ᆺ住㆙器（࢞ス複合・熱ᘧ）は、電※プࣛࢢが

ቨ付ࢺࣥࢭࣥࢥから外れているのが確認されています。なお、外れていた理⏤は≉定できませ

んでした。住㆙器は火災を早期発見できるとともに㆙報㡢が࿘ᅖにも火災発生を知らせること

ができます。被害を᭱ᑠ㝈にするために᮲の設置基‽に基づき適ษな⟠ᡤにྲྀ付けることが

㔜要です。 

また、住㆙器の維持管理᪉法は〇ရによって␗なりますのでྲྀᢅㄝ᫂᭩でよく確認しましょ

う。 

 

 

写真 19-4 እれていࡿ㟁※ࢢࣛࣉの状況 

 

写真 19-3 㸯㝵ྎᡤの」ྜ型ఫ㆙器の 

設⨨状況 
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20 飲食店 

࠙㛵㐃❶➨㸵❶２ࠚ 

 

事例㸯 「ᐈᖍのୖࣝࣈ࣮ࢸに⨨かれたࣝࢻࣥࣕ࢟から出火した火災」 

 

出火時分  㸰月 22 時ごろ 

用 途 等  複合用途（飲食店・物ရ㈍店等） 耐火造（100㹫㉸） 延 100,000 ㎡௨ୖ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ⣬ࢼプ１ࣥ࢟ᯛ焼損 

概  要 

この火災は、複合用途建物㸰階の飲食店客席から出火したものです。 

出火原因は、客席のࢸーୖࣝࣈに置かれていた⣬ࢼプࣥ࢟が店外から入ってきた㢼に↽られ、

同ࢸーࣝࣈの୰ኸ付㏆に置かれていたࣝࢻࣥࣕ࢟の⅖に᥋ゐし出火したものです。 

食を⤊えた客を見㏦っていた店長は、店外から入ってきた㢼により、㣕ばされた⣬ࢼプ࢟

ࣥがࣝࢻࣥࣕ࢟ࣝ࢜の⅖に᥋ゐし、⇞えるのを発見したため、⇞えていた⣬ࢼプࣥ࢟をᗋに

ⴠとし、㋃みつけて消火しています。ࡑのᚋ、店舗に㞄᥋する防災ࢱࣥࢭー㐃⤡し、㥑け付

けた防災ࢱࣥࢭーの㆙備員は⌧ሙを確認ᚋ、防災ࢱࣥࢭーのᏊᶵ電話から119番通報をしまし

た。 

教 訓 等 

この火災は、店内に㢼が入り込みഅ発的に発生していますが、ࣝࢻࣥࣕ࢟のようにᑠさな⅖

でも、⣬などのྍ⇞物が᥋ゐすると⡆༢に╔火してしまうものであり、火災の༴㝤ᛶがあるこ

とを認㆑しましょう。 

ᬑẁから用していると、ẁࠎと管理がおろࡑかになりがちですが、ろうࡑくなどの〄火は

ඖ᮶༴㝤なものであることを認㆑し、管理することが㔜要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 20-1 ࣝࣈ࣮ࢸの状況         写真 20-2 ↝ᦆした⣬ࣥ࢟ࣉࢼ 
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事例２ 「↝⫗店から出火した火災」 

 

出火時分  㸰月 19 時ごろ 

用 途 等  複合用途建物（飲食店・ࡑの他の業ᡤ等） 耐火造 3/1 延 500 ㎡ 

防火管理  該当選任あり�消防計画あり  

被害状況  建物ぼや１棟 ࢺࢡࢲ㸶㹫焼損  

概  要 

 この火災は、複合用途建物１階の焼⫗店客席から出火したものです。 

 出火原因は、用客がⅣ火㍯で200࣒ࣛࢢのࣥࣔࣝ࣍を一ᗘにㄪ理したところ、火がつい

たࣥࣔࣝ࣍のἜが┤ୖのୖᘬきࢺࢡࢲに྾い込まれ、ࢺࢡࢲ内に付╔していたἜかすに╔火

し、出火したものです。 

用客が、ࣥࣔࣝ࣍を焼いていたところ、ࣂࠕーࣥࠖという㡢とともに⅖が❧ちୖがり、ኳ

部分のࢺࢡࢲが㉥くなり⅖が出ጞめたため、࿘ᅖに火災を知らせました。 

ูの用客は、火ࡔとゝわれኳを見ると、ࢺࢡࢲが㉥くなっていたため、自分のᦠᖏ電

話で119番通報を行いました。 

火災にẼが付いた焼⫗店店長は店舗に設置してある消火器㸰ᮏをᦙ㏦し、ኳの⇞えている

 。にྥかい初期消火を実施していますࢺࢡࢲ

また、初期消火実施ᚋに従業員のㄏᑟにより用客は全員ᒇ外避難を実施し、焼⫗店店長

によりୖ階の避難状況の確認も実施されました。 

教 訓 等 

 焼⫗店に設置されているࢺࢡࢲは、定期的にΎᤲしないと内部にἜかすがሁ✚し⅖が入り込

 。と内部のἜかすにᐜ᫆に╔火してしまいますࡴ

、ーが設置されていますが、Ύᤲ不Ⰻ等により正常に作動せずࣃࣥࢲの入ཱྀには防火ࢺࢡࢲ 

火の⢊が྾い込まれ防火ࣃࣥࢲーを通過してしまうこともあります。 

 。内での火災を防ぐためにも定期的なΎᤲを実施することが大ษですࢺࢡࢲ 

 また、従業員等により初期消火や避難ㄏᑟを適ษに実施することにより、被害の軽減をᅗる

ことができます。ᬑẁから自⾨消防カ⦎の実施等、火災に備えておくことも㔜要です。 

 

 

 

 

 

 

写真 20-3 店ෆの状況       写真 20-4 ඖした          写真 20-5 ㍯の状況 

 の状況ࢺࢡࢲ

第
２
章

20　飲食店　67



274 火災事例 

                                              

 

2� ≀ရ㈍ᗑ⯒等 

࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸱ࠚ 

 

事例㸯 「⪃࠼㐪ࡾࡼ࠸㟁Ꮚࣞࣥࢪ内から出火した火災」 

 

出火時分  １月 20 時ごろ 

用 途 等  」ྜ用㏵建物㸦物ရ㈍ᗑ⯒࣭ඹ同ఫᏯ㸧 耐火造 4/0 延 �00 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ࡰや１棟 電Ꮚࣞࣥࢪⱝᖸ、ࣞࢺルࢳ࢘ࣃࢺ㣗ရⱝᖸ焼損 

概  要 

この火災は、１階物ရ㈍ᗑ⯒の出入ཱྀ付近に設置されたࢧーࣅスス࣌ースから出火したも

のです。 

出火原因は、እᅜ⡠のᐈが㉎入したࣞࢺルࢳ࢘ࣃࢺ㣗ရをࡑのまま電Ꮚࣞࣥࢪに入れてຍ⇕

したため、電Ꮚࣞࣥࢪのࢡ࣐ロἼがእ⿄にྵまれているル࣒࢘ࢽ࣑にᑕして放電し、出

火したものです。 

ᗑ内で作ᴗをしていたᚑᴗ員は、ࣞ から煙が出はじめたࢪ電Ꮚࣞࣥࠕ担当のᚑᴗ員にࢪ とࠖ、

知らされたため確認すると、電Ꮚࣞࣥࢪのスッࢳは切れていたがᗜ内から煙が出ていたので

ᡬを㛤ࡅ㣗ရのໟをᡭでつかࢇでྲྀり出しました。 

の後、煙等が出ていないのを確認し、ᗑ⯒の固定電話でࡑ 119 番通報しました。 

教 訓 等 

この火災は、本᮶はໟされた≧ែでは電Ꮚࣞࣥࢪで使用できないものを められるとㄗ認

していたために発生しています。 

物ရ㈍ᗑ⯒では、ᵝࠎなᐈがゼれることから使用上のὀព事㡯等をᑀにㄝ᫂し⌮ゎして

もら࠺ことが大切です。 

また、ではእᅜ⡠の方もከく用されていることから、᪥本ㄒの⾲グࡅࡔでなくⱥㄒな

どのእᅜㄒでの⾲グや࣒ࣛࢢࢺࢡࣆをά用し火災ண防にດめまし࠺ࡻ。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2�-� 㟁Ꮚࣞࣥࢪの状況 写真 2�-2 㟁Ꮚࣞࣥࢪᗜ内の状況 

 

写真 2�-� ↝ᦆした 

 㣗ရࢺࣝࢺࣞ
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事例２ 「ၟရࡳ✚ࢆ㔜ࡂࡍࡡ㠀ᖖ用↷᫂㏆᥋したたࡵ出火した火災」 

 

出火時分  １月 20 時ごろ 

用 途 等  物ရ㈍ᗑ⯒ 耐火造 �/1 延 1,200 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ࡰや１棟 非常用↷᫂１ᇶ、࣎ࣥࢲール〇㠐⟽ⱝᖸ等焼損 

概  要 

この火災は、㠐のᅾᗜを置いている３階のၟရᗜから出火したものです。 

出火原因は、建物の電Ẽを電させて、非常用↷᫂のⅬ᳨作ᴗを実施していたところ、非常

用↷᫂にၟရの࣎ࣥࢲール〇㠐⟽が᥋していたため、非常用↷᫂に使ࢃれているࣁロࣥࣛࣥࢤ

 。ールが㐣⇕され、発火し出火したものです࣎ࣥࢲの放ᑕ⇕によりࣉ

ᚑᴗ員が㛤ᗑ‽備中に、↔ࡆ⮯さにẼが付き、㠐のᅾᗜを置いているၟရᗜを確認したとこ

ろ、✚み上ࡆられていた࣎ࣥࢲール〇㠐⟽がኳ付近の非常用↷᫂と᥋ゐし、煙が出ているの

を発見しました。ᚑᴗ員は、煙が出ている࣎ࣥࢲール〇㠐⟽と㠐を屋እへᦙ送し、水㐨でỮࢇ

、たᗑ長はࡅの後、ᗑ長に報࿌をして、報࿌を受ࡑ。にᾐして消火しましたࢶࢣࣂ水を入れたࡔ

本♫へ㐃⤡後、ᗑ⯒の固定電話で⟶㎄消防⨫へ通報しました。 

教 訓 等 

この火災は、通常時には使用しない非常用↷᫂部分から出火しています。通常時には使用さ

れないことから、ᅾᗜの収⣡をඃඛするあまり非常用↷᫂部分の㧗さまで✚み上ࡆてしまった

とᛮࢃれます。普段は使用しない設備であるからと、⡆༢には⪃ࡎ࠼に設備がどのよ࠺な⌮⏤

でついているのかを⪃࠼ることがᚲせです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2�-4 ၟရᗜの状況   写真 2�-5 㠀ᖖ用↷᫂の状況  写真 2�-� ඖした状況 
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22 ᪑㤋࣭࣭ࣝࢸ࣍ᐟἩᡤ 

࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸲ࠚ 

 

事例㸯 「ᐟἩᐊの࡛ୖࢻࢵ࣋ᨺ火された火災」 

 

出火時分  㸷月 㸰時ごろ 

用 途 等  ࣝࢸ࣍ 耐火造 9/1 延 1,000 ㎡ 

防火管理  該当 選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 けᕸᅋ１ᯛ等焼損 

概  要 

この火災は、ࣝࢸ࣍㸵階のᐟἩᐊから出火したものです。 

出火原因は、ᐟἩ客がୖࢻࢵ࣋でࣛࢱーを用し⣬㢮にᨺ火したことによるものです。 

行Ⅽ者は、ᨺ火する┤๓に体ㄪ不Ⰻをッえ 119 番通報し、┤ᚋにᨺ火にཬんでおり、⌧ሙに

฿╔したᩆ急㝲により火災を確認したものです。 

教 訓 等 

 。な理⏤から火災が発生するᜍれがありますࠎなᐟἩ客がゼれており、ᵝࠎにはᵝࣝࢸ࣍

火災が発生した際には、㏿やかに 119 番通報を行い、適ษに初期消火ཬࡧ避難ㄏᑟを実施す

ることにより被害の拡大防Ṇがᅗれます。 

自⾨消防カ⦎等を実施し、㠀常時に備えておくことが大ษです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真 22-1 ᐟἩᐊの状況         写真  の↝ᦆ状況ୖࢻࢵ࣋ 22-2

 

 

 

 

 

 

70　第２章　火災事例



火災事例 2��

 

事例２ 「ᐟἩ室のࡳࡈ⟽から出火した火災」 

 

出火時分  ５月 11 時ごろ 

用 途 等  ホࢸル 耐火造 12/1 延 4,000 ㎡ 

防火管理  該当 選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ࡰや１棟 ᗋⱝᖸ、ごみ⟽１⟽焼損 

概  要 

この火災は、ホࢸル２階のᐟἩ室から出火したものです。 

出火原因は、ᐟἩᐈが⚗煙室にも㛵ࢃらࡎႚ煙し、ᐈ室内のごみ⟽へᤞてたことによりごみ

⟽内にあったごみくࡎにたばこの火✀が╔火し出火したものです。 

発見は、ᐟἩ室を清掃しよ࠺としたᚑᴗ員が、入室した㝿にᐟἩ室内で↔ࡆ⮯いにおいをឤ

じ、においのඖを᥈すとベッࢻ⬥のごみ⟽が焼損しኚᙧしているのを発見しました。 

 火災を発見したᚑᴗ員はホࢸルࣇロࣥࢺに火災の事実を知らせ、火災を確認した別のᚑᴗ員

により 119 番通報がされました。 

教 訓 等 

ホࢸルのᐟἩ室はᚑᴗ員の┠がᒆきにくい場所であり、ホࢸルഃが㐺切に⟶⌮していても、

さまࡊまなせ因による火災の危険が₯ࢇでいます。 

火災に⮳るせ因を事๓に↓くすことや、が୍火災になってしまった場ྜに早期発見できる

యไをᩚ࠼、㎿㏿な通報及び初期消火方法を確認しておくことが被害の拡大防止につながりま

す。 

また、ᚑᴗ員に㝈らࡎᐟἩᐈに対しても、出火防止についてὀពႏ㉳をすることやホࢸル内

のルールについて教♧することも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 22-� ᐟἩ室の状況   写真 22-4 ᐜ≀の状況   写真  の状況⟽ࡳࡈ 22-5
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23 㝔࣭デ⒪ᡤ

࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸳ࠚ 

事例㸯 「ṑ⛉ᢏᕤᐊ࡛用ࣥࢱࣈࡿࡍガスࢼ࣮ࣂࢳ࣮ࢺから出火した火災」 

出火時分  㸲月 11 時ごろ 

用 途 等  複合用途 耐火造 13/0 延 9,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物部分焼１棟 内ቨ１㎡、㞟じんᶵ１ྎ、࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳー１ྎࢼ、電動

ࣔーࢱーྎ、ᐜ物若干焼損 

概  要 

この火災は、ṑ⛉་㝔のṑ⛉ᢏᕤᐊから出火したものです。 

 出火原因は、ṑ⛉ᢏᕤに用する࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼが点火状ែであることにẼづかず

に作業ྎୖに置いてしまったことから、࿘ᅖのྍ⇞物に╔火し出火したものです。 

 ṑ⛉་ᖌはṑᆺを作ᡂする作業のためṑ⛉ᢏᕤᐊにて࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼを用し材ᩱ

を めようとしましたが、点火しなかったので作業ྎに置き、ูの࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼを

用しました。ࡑのᚋ、ูᐊでᝈ者の⒪を行っていたところṑ⛉ᢏᕤᐊからࠖࣥࢻࠕという大

きな㡢が⪺こえたので、ṑ⛉ᢏᕤᐊのࢻを㛤けたところ、作業ྎୖに 40cm ぐらいの⅖を発見

しました。 

 実際には࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼは点火状ែであったものと᥎定されます。 

 火災を発見したṑ⛉་ᖌは建物の管理人ᐊに知らせに行き、管理人とともに管理人ᐊと共用

ᗯ下の消火器を㸰ᮏ用して消火しました。 

 なお、出火時⒪୰であったᝈ者が避難の際 119 番通報しています。 

教 訓 等  

 この火災は࢞ࣥࢱࣈスࢺーࣂࢳーࢼが╔火していないとᛮい㐪いをしてしまったことから、

ㄗってྍ⇞物の࿘ᅖに置いてしまい出火したものです。火Ẽ器具は用をㄗればᐜ᫆に╔火し

てしまうことから、用の際は⣽ᚰのὀពをᡶうようにしましょう。 

写真 23-1 作ᴗྎの状況 写真  ࢼ࣮ࣂࢳ࣮ࢺガスࣥࢱࣈ 23-2
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事例２ 「㝔のఇ᠁ᐊから出火した火災」 

 

出火時分  㸱月 12 時ごろ 

用 途 等  複合用途 耐火造 10/2 延 5,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ࢸーࢵࢱࣝࣈプ１基、⣬若干焼損 

概  要 

この火災は、㝔のఇ᠁ᐊから出火したものです。 

 出火原因は、ఇ᠁ᐊで用していたࢸーࢵࢱࣝࣈプが過㈇Ⲵ状ែで用されていたことから、

 。が▷⤡し出火したものですࢻーࢥプのࢵࢱࣝࣈーࢸ

プのチᐜ電ຊがࢵࢱࣝࣈーࢸ  1,500㹕のところに、᭱ 大電ຊ 1,100㹕の電Ꮚࣞࣥࢪཬ᭱ࡧ大電

ຊ 700㹕の電Ẽࢺࢵ࣏が᥋⥆されていたことから、過電ὶ状ែになりࢥーࢻが発熱し出火した

ものです。 

㝔の⫋員はఇ᠁ᐊで食をとるため電Ꮚࣞࣥࢪを用してᘚ当を めていたところ、ࢸー

 。プの᰿ᮏから火ⰼが出て、࿘ᅖの⣬に╔火し⅖が❧ちୖがるのを発見しましたࢵࢱࣝࣈ

火災を発見した⫋員はᡭで⅖をはたき消ࡑうとしましたが、消えなかったため⢊ᮎ消火器１

ᮏをᦙ㏦し、初期消火を実施しました。 

教 訓 等  

 この火災はチᐜ電ຊを㉸えて電Ẽ器具を用していたことが原因で発生したものです。 

プがえるからといってከ㔞の電Ẽ器具を᥋⥆せず、用器具のྲྀᢅㄝ᫂᭩をࢵࢱࣝࣈーࢸ

よくㄞんで、᥋⥆する電Ẽ器具のᐜ㔞⠊ᅖ内か確認しましょう。 

また、㓄⥺器具は長期に用するうちに知らずにຎしているྍ⬟ᛶがあります。用にၥ

㢟がなくても、日㡭からこまめな点検を実施し、⪁ᮙしているものについてはするよう

にしましょう。 

 なお、㝔では入㝔ᝈ者等がከᩘいるため、火災が発生すると⏒大な被害が生じるおࡑれが

あります。㝔にົする⫋員は⫋✀にかかわらず、このことをᛕ㢌に置き、電Ẽ器具を適ษ

にྲྀりᢅうようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

写真 23-3 ↝ᦆ状況 

 

写真 23-4 ▷⤡したࢻ࣮ࢥ 
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24 Ꮫ   ᰯ
࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸴ࠚ 

事例㸯 「大Ꮫのᐇ⩦ᐊから出火した火災」 

出火時分  11 月 17 時ごろ 

用 途 等  大Ꮫ 耐火造 7/0 延 10,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 定 ⇱ᶵ㸰ྎ焼損 

要概

この火災は、大Ꮫの実⩦ᐊから出火したものです。 

出火原因は、⮫時ὴ㐵ㅮᖌが実⩦ᐊに㸰ྎ設置されていた定 ⇱ᶵで、プࣛスࢡࢵࢳ〇の

ー⾲♧を຺㐪いしたために、ᗜ内 ᗘがୖ࣐ࢱプ等を⇱させる際に、設定 ᗘ⾲♧とࢵࢳ

᪼し、定 ⇱ᶵ内部に入れたプࣛスࢡࢵࢳ〇のࢵࢳプが過熱され出火したものです。 

⮫時ὴ㐵ㅮᖌは、実⩦ᐊで定 ⇱ᶵの電※を入れ、ูᐊで10分⛬作業をしたᚋ、実⩦ᐊに

戻ると臭Ẽを感じたため、㸰ྎの定 ⇱ᶵを㛤けると白煙ཬࡧ火⅖を確認し、┤ちに、実⩦

ᐊ内とᗯ下に設置してある消火器を用し初期消火を行いました。 

守⾨ᐊにいた㆙備員は自動火災報知設備の発報を確認したため、⾲♧ᯈで発報༊ᇦを≉定し、

全㤋ᨺ㏦を実施。ࡑのᚋ、実⩦ᐊで火災を確認し、守⾨ᐊに火災の実を伝え、守⾨ᐊから 119

番通報が行われました。 

教 訓 等 

大Ꮫ等に設置されている器具は、用ᡭ㡰や用᪉法が⣽かく定められていることがあり、

⮫時に㓄ᒓされている人などは、ᬑẁ用しない器具等を᧯作するሙ合、定められたᡭ㡰や᪉

法を確認してから用することが大ษです。また、ᬑẁから万が一に備え消火器具等の設置

置をᢕᥱしておくことで、被害をᢚえることにつながります。 

写真 24-1 ᐃ ⇱ᶵ    写真 24-2 ᐃ ⇱ᶵ     写真 24-3 ᐃ ⇱ᶵ 

の状況             のෆ㒊㸯           のෆ㒊２ 
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事例２ 「学校の教室から出火した火災」 

 

出火時分  ５月 ８時ごろ 

用 途 等  中学校 耐火造 4/0 延 4,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物部分焼１棟 10 ㎡等焼損 

概  要  

この火災は、中学校の教室から出火したものです。 

出火原因については、何者かが何らかの発火源を用いて、清掃用具用ロッカー内にある収容

物に放火したものです。 

職員室にいた教員は、自動火災報知設備のベルが鳴ったのを聞き、廊下に出てみると、上部

の窓から火煙が噴出しているのを発見したため、職員室にいた他の教員に火災の発生を知らせ

ました。火災を発見した教員は同僚２名と協力して、屋内消火栓から消火ホースを伸ばし、放

水を実施しました。また、別の階にいた教員は、自動火災報知設備が作動したため職員室の受

信盤を確認し、出火場所を周囲に大声で知らせました。知らせを聞いた教員３人は、出火箇所

付近の屋内消火栓から消火ホースを伸ばし放水しました。学校長と副校長は、自動火災報知設

備のベルが鳴動したのを聞き、主事室の副受信盤で出火場所を確認した後、全館放送で避難を

命じるとともに、固定電話から 119 番通報しました。 

教 訓 等  

この火災は、何者かが放火したことにより、出火しています。不特定の者を校内へ侵入させ

ないなどの対策を図ることが大切です。 

教職員は常に消火設備の設置位置及び使用方法を把握しておくことにより、早期の初期消火

が可能となります。また、普段から非常時に何を実施するのかを把握しておくことで、役割の

分担ができ、人命危険の軽減や被害の拡大防止につながっていきます。 

本事例は、火災発見からの初期消火及び避難誘導、通報がよどみなく実施されたため被害の

拡大防止に成功しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 24-4 教室内の状況           写真 24-5 ロッカーの状況 
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25 ᕤ ሙ࣭作 ᴗ ሙ 

࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸵ࠚ  

 

事例 「ᗫᲠ≀ฎ理設から出火した火災」 

 

出火時分  㸲月 11 時ごろ 

用 途 等  作業ሙ 耐火造 1/0 延 400 ㎡ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  建物全焼１棟 部分焼㸰棟 ぼや１棟 計㸲棟 400 ㎡等焼損 

 

概  要 

この火災は、ᗫᲠ物ฎ理施設の作業ሙから出火

したものです。 

出火原因は、◚○ᶵでᗫᲠ物をฎ理していた際

にㄗって電ᅽがṧっていたࣜࢸࢵࣂ࣒ࣥ࢜࢘ࢳ

ࣜがΰ入、◚○されたため、◚○ᶵ内部で▷⤡し

ᗫᲠ物に╔火し出火したものです。 

建物内で作業をしていた作業員は、◚○ᶵのᢞ

入ཱྀから煙が出ているのを発見すると同時に、同

も◚○ᶵに付㝶設置されているࣖ࣋ࣥࢥࢺࣝ࣋

付㏆から⅖が出ているのを発見しました。 

発見者は、他の作業員とࢶࢣࣂにỈをỮみ◚○

ᶵのᗫᲠ物ᢞ入ཱྀから複ᩘᅇỈをかけましたが消

火できませんでした。 

通報は、消火ができなかった作業員が自㌟のᦠ

ᖏ電話から119番通報しています。 

教 訓 等  

この火災は、ᅇしてきたᗫᲠ物のฎ理୰に電

ᅽのṧᏑしたࣜࣜࢸࢵࣂ࣒ࣥ࢜࢘ࢳがΰ入して

いたことにより発生しています。 

ᗫᲠ物の㞟、㐠ᦙは㒔内のྛ自体が行って

います。また、㞟、㐠ᦙされたごみはᗫᲠ物ฎ理

施設と㞟められて、ฎ理されています。ごみをᤞ

てるときの分ู᪉法やᅇ᪉法を守ることで、こ

のような火災は防ぐことができます。 

分ู᪉法やᅇ᪉法は、住んでいる自体ごと

で␗なりますので、࣍ー࣒࣌ーࢪや地ᇦのΎᤲ・ࣜ

 。ᡤ管部ᡤなどで確認しましょうࣝࢡࢧ

 

写真 25-1 作ᴗሙの状況 

 

写真  の状況ࣖ࣋ࣥࢥࢺࣝ࣋ 25-2

 

写真 25-3 ↝ᦆ≀௳の状況 
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26  ᗜ 

࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸶ࠚ 

 

事例 「ᗜෆのపᅽ㐍┦ࢧࣥࢹࣥࢥ㸨から出火した火災」 

 

出火時分  㸴月 13 時ごろ 

用 途 等  ᗜ 耐火造 5/0 延 100 ㎡ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  建物ぼや１棟 పᅽ㐍┦１ࢧࣥࢹࣥࢥ焼損 

概  要 

この火災は、ᗜのᶵᲔᐊから出火したものです。 

出火原因は、50 ᖺ間༳ຍされた状ែでపᅽ㐍┦ࢧࣥࢹࣥࢥを用し⥆けた⤖ᯝ、పᅽ㐍┦ࢥ

 。内の⤯⦕ຎにより発熱し、出火したものですࢧࣥࢹࣥ

従業員がᗜでⲴ物をᩚ理୰、ᗜዟのᶵᲔᐊ࿘㎶から白煙が⁻っているのを発見し、㏆づ

くと、ᶵᲔᐊのᡬから白煙が出ているのを発見しました。ࡑのᚋ、ົᡤ戻りูの従業員に

火災発生を伝え、♫の固定電話から 119 番通報をしています。火災を知らされた従業員は、

ᶵᲔᐊ内ቨに設置された᧯作┙内の᧯作スࢳࢵとࣞࣈー࢝をࡑれࡒれࠕษࠖにして初期消火

を実施しました。 

教 訓 等 

పᅽ㐍┦ࢧࣥࢹࣥࢥは一⯡的な電Ẽᶵ器と㐪い、పᅽ㐍┦ࢧࣥࢹࣥࢥ自体が動かなくなるな

どの状がみられないため、ຎやᨾ㞀のೃが見分けづらいものです。 

また、ᅇ㊰ୖのᶵ器を用していなくても࣓ࣞࣈࣥー࢝をษ᩿しない㝈り電ᅽが常時༳ຍ

されていることから、いつ出火するかわからず、ఇ業日やኪ間、早ᮅなどに発生したሙ合、人

༴㝤、延焼拡大༴㝤があります。10 ᖺ௨ୖの長期間用しているపᅽ㐍┦ࢧࣥࢹࣥࢥは、定

期的な点検の実施と計画的な᭦᪂を行っていくことが㔜要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 26-1 ᗜෆの状況    写真 26-2 ᧯作┙の状況     写真 26-3 㐍┦ࢧࣥࢹࣥࢥ 

の↝ᦆ状況 
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27 事 ົ ᡤ
࠙㛵㐃❶➨㸵❶㸷ࠚ 

事例 「ࣉࢵࢱࣝࣈ࣮ࢸのࢻ࣮ࢥから出火した火災」 

出火時分  ５月 時分不᫂ 

用 途 等  複合用途（ົᡤ・ᐤᐟ⯋等） 

耐火造 （100㹫㉸） 延 20,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり

被害状況  建物ぼや１棟 

 プ１基等焼損ࢵࢱࣝࣈーࢸ

概  要 

この火災は、複合用途建物の㸵階ົᡤの㆟

ᐊから出火したものです。 

出火原因は、ࢺࣥࢭࣥࢥࣟࣇに᥋⥆されて

いたࢸーࢵࢱࣝࣈプのࢥーࢻがࢺࣥࢭࣥࢥの㕲

にᣳまれた状ែで目㞃し用の࢝ーࢺࢵ࣌をᩜ

いて、人が通行したため、ࢥーࢻの被そが損യし

㟢出したⰺ⥺と㕲が᥋ゐし地⤡して出火した

ものです。 

㆟ᐊを用していた⫋員がࣥࢭࣥࢥࣟࣇ

付㏆から火ⰼが出ているのを発見し、ୖྖにࢺ

報࿌しました。

通報は、発見した⫋員のୖྖから㐃⤡をཷけ

た建物管理スࣇࢵࢱが、焼損しているࢸーࣝࣈ

プを確認し、業ົ用のᦠᖏ電話からࢵࢱ 119 番

通報しています。

教 訓 等 

で用すࢺࣥࢭࣥࢥࣟࣇプをࢵࢱࣝࣈーࢸ

るときは、ࢥーࢻがずれて㕲でᣳみ込まないよ

うに用しましょう。ࢺࣥࢭࣥࢥࣟࣇに目㞃し

用の࢝ーࢺࢵ࣌をᩜくと、用者はࢺࣥࢭࣥࢥが

あることにẼ付かず、㋃みつけてしまう༴㝤があ

るのでὀពが必要です。 

写真  㸦㯤Ⰽ㸧࡛目㞃しࢺࢵ࣮࣌࢝ 27-2
されたࢺࣥࢭࣥࢥࣟࣇの状況 

写真 27-1 ㆟ᐊの状況

写真  の↝ᦆ状況ࢻ࣮ࢥ 27-3
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28 防火管理⩏ົᑐ㇟≀ 
࠙㛵㐃❶➨㸵❶  ࠚ10

 

事例 「有ᩱ⪁ே࣒࣮࣍のㄪ理ሙから出火し、㎿㏿な㏻報、㐺ṇなᾘ火がなされなかった火災」 

 

出火時分  11 月 㸶時ごろ 

用 途 等  ᭷ᩱ⪁人࣍ー࣒（要ㆤ者入ᒃ） 耐火造 4/0 延 2,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 内ቨ若干、食用Ἔ若干焼損 

概  要 

 この火災は、᭷ᩱ⪁人࣍ー１࣒階のㄪ理ሙから出火したものです。 

出火原因は、施設⫋員が食の仕込みのため୧ᡭ鍋にἜを入れ、大ᆺ࢞スこんろでຍ熱した

ままࡑのሙを離れ㞄ᐊでఇ᠁をしていたため、時間の経過とともにἜが過熱され出火したもの

です。⫋員がㄪ理ሙに戻ると୧ᡭ鍋から⅖がኳ付㏆まで❧ちୖがっているのを発見しました。

火災を発見した⫋員ᩘྡは࿘ᅖに消火器を確認できなかったためỈにらしたᕸᕵやↀ╔

を鍋に被せましたが⅖はまりませんでした。ࡑのᚋスプࣜࣥࣛࢡー設備が作動し、作動と同

時に㥑け付けた防火管理者が持ཧした⢊ᮎ消火器で消火し⅖はまりました。また、自動火災

報知設備の感知器が発報したことをཷಙᶵで確認した⫋員が火災通報置の通報ࣥࢱ࣎をᢲ

下し通報に⮳っています。自動火災報知設備の地༊㡢㡪置が全㤋一ᩧ㬆動したことでྛࣟࣇ

の状況を確認すると、❆の外に煙が見えたことから入ࣟࣇれࡒれࡑの⫋員は␗常をᐹ知し

ᒃ者をࡑれࡒれのᒃᐊ避難ㄏᑟし、煙が入らないようᡬを閉めᚅᶵするようᣦ♧しています。 

教 訓 等 

 このᑐ㇟物では防火管理者が常㥔しており、定期的な自⾨消防カ⦎も実施されていました。

しかし、自動火災報知設備が発報する๓に施設⫋員が火災を発見したにもかかわらず、࿘ᅖに

火災発生を知らせるなどの㎿㏿な㐃⤡や通報がなされず、また消火器具の設置置がわからず

れたᕸᕵ等を被せ消火をヨみるなどཷയするྍ⬟ᛶがある行動をྲྀっていました。被害を᭱

ᑠ㝈にṆめるためには施設⫋員が㐃ᦠした㎿㏿な自⾨消防活動がồめられます。また、自ຊ避

難ᅔ難者がいる施設であることから避難についても外避難ㄏᑟを促すࡔけでなく出火༊画

௨外の安全な防火༊画Ỉᖹに避難ㄏᑟすることを⪃៖する必要もあるでしょう。出火階௨外

のࣟࣇではྛᒃᐊ避難ㄏᑟを⤊えたᚋ、❆を㛤け

煙を実施し࣐スࢡをして煙を྾わないようにするな

ど具体的なᣦ♧を行い入ᒃ者の安全をᅗっています。

要ㆤ者がከく用者のΰがணされる施設では⫋

員による具体的なᣦ♧と෭㟼なᑐᛂが不ྍḞです。防

火管理者が୰ᚰとなり、日㡭から⫋員間でពᛮ通を

ᅗるとともに、実㊶的な自⾨消防カ⦎等を⧞り㏉し実

施し防災ព㆑୪ࡧに防災行動ຊのྥୖに努めましょう。 

 

写真 28-1 大型ガスこんろの状況 
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写真 29-2 ↝ᦆしたᮌࡎࡃ 

 

写真 29-1 ᣦᐃྍ⇞≀㈓ⶶྲྀᢅᡤ 

 

29 ༴ 㝤 ≀  設 

࠙㛵㐃❶➨㸵❶  ࠚ12

 

事例㸯 「ᣦᐃྍ⇞≀㈓ⶶྲྀᢅᡤ࡛㈓ⶶ୰のᮌࡎࡃから出火した火災」 

 

出火時分  ５月 22 時㡭 

用 途 等  ᒇ外ᣦ定ྍ⇞物㈓ⶶྲྀᢅᡤ 

防火管理  㠀該当 

被害状況  ᮌくず㸰ੑ焼損 

概  要   

この火災は、ᒇ外のᣦ定ྍ⇞物㈓ⶶྲྀᢅᡤで㈓ⶶ୰のᮌくずから出火したものです。 

出火原因は、ሁ⫧を作るため㔝✚みされていたᮌくずの発㓝が㐍んࡔことから発㓝熱が生じ、

 。の熱が✚されたため内部の ᗘがୖ᪼して発火し、ᮌくずに╔火して出火したものですࡑ

なお、㔝✚みされたᮌくずは通常 ᗘ 定ཬࡧᩓỈにより発㓝㏿ᗘが管理されていましたが、

㐃ఇ୰であり、維持管理がされていませんでした。 

ᕠᅇのためᣦ定ྍ⇞物㈓ⶶྲྀᢅᡤをゼれた㆙備員は、ᩜ地内に㔝✚みされたᮌくずから白煙

と火の⢊がୖがっているのを発見しました。 

㆙備員は㏆くの作業ᡤに置いてあった⢊ᮎ消火器１ᮏとࢶࢣࣂのỈ㸱ᮼをかけて初期消火

を実施しましたが、消火することができず、持っていたᦠᖏ電話で 119 番通報をしました。 

教 訓 等 

 一定のᩘ㔞を㉸えるᣦ定ྍ⇞物の㈓ⶶྲྀᢅいについては᮲による基‽が適用されます。基

‽に適合した㈓ⶶྲྀᢅいをཝ守するとともに、作業㈐任者は、従業員にᑐしてᣦ定ྍ⇞物の༴

㝤ᛶཬࡧ出火防Ṇに㓄ពした維持管理を徹底させるようにしましょう。 
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写真 29-5 帯電測定の状況 

 

写真 29-4 給油口に付着した煤 

 

写真 29-3 防犯カメラの映像 

事例２ 「給油取扱所内において静電気でガソリンに引火した火災」 

 

出火時分  12 月 20 時頃 

用 途 等  給油取扱所の給油空地内 

防火管理  該当 保安監督者選任あり 

被害状況  ガソリン若干焼損 

概  要   

この火災は、給油取扱所の給油空地から出火したものです。 

出火原因は、セルフ式の給油取扱所で給油を実施した利用客に静電気が帯電していたことか

ら、発生した静電スパークにより滞留していたガソリンの可燃性蒸気に引火し出火したもので

す。 

セルフ式の給油取扱所で給油を実施した利用客は車を発進させようとしたところ別の利用

客からキャップの閉め忘れを指摘されたことから、給油口側へ戻りキャップを閉めようとした

ところ給油口付近から炎が立ち上がりました。 

火災を発見した利用客は従業員に知らせ、知らせを受けた従業員は給油取扱所内の消火器を

使用して初期消火を実施しました。 

教 訓 等 

 自動車等に使用されるガソリンは揮発

性が高く、真冬の時期でも引火危険のあ

る可燃性蒸気が発生します。また、空気

と混ざった可燃性蒸気は静電気などの小

さな火源でも引火してしまうことから注

意が必要です。セルフ式給油取扱所を利

用するときは静電気除去パッドに触れる

などの帯電防止措置を必ず実施するよう

にしましょう。 
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30 ㌴୧
࠙㛵㐃❶➨㸵❶  ࠚ13

事例 「㉮⾜୰のࢡࢵࣛࢺのⲴྎから出火した火災」

出火時分  㸲月 19 時ごろ 

用 途 等  ᬑ通㈌物㌴ 

被害状況  ㌴୧ぼや ㌴୧若干焼損 

概 要�

 この火災は、㧗㏿㐨㊰を㉮行୰にࢡࢵࣛࢺ

のⲴྎから出火したものです。 

出火原因は、Ẽ管内に⁀まった↴が㧗 

のẼ࢞スにより発火し火の⢊となり、Ẽ

管出ཱྀやẼ管の◚損部分から㣕ᩓし、Ⲵྎ

のᗋᯈに╔火し出火したものです。

㐠㌿ᡭは、㧗㏿㐨㊰を㉮行୰、୪㉮してき

たูの㌴の㐠㌿ᡭからࢡࢵࣛࢺが⇞えている

と知らせをཷけたため、㊰⫪に㌴୧を㌴さ

せ確認すると、Ⲵྎ下部が⇞えていたことか

ら、㏆くに設置されていた㠀常電話で通報し

ました。ࡑのᚋ、㐠㌿ᡭは╔⾰を⬺ࡂ、⅖が

出ていたⲴྎのᗋᯈを྇き消ࡑうとしました

が消火できませんでした。 

教 訓 等 

出火した㌴୧は、ᖹᡂ㸰ᖺᘧの㈌物㌴で、㌴

検はᖹᡂ 12 ᖺにษれており、࣓ー࢝ーによる

ಟ理ᒚṔはᖹᡂ 19 ᖺが᭱ᚋでした。 

㌴୧は、୰ྂ㌴㈍業者が࢜ーࣥࣙࢩࢡにて

ⴠᮐしたもので、ᾏ外に㍺出するため、௬ࣥࢼ

。ーの付をཷけ、㧗㏿㐨㊰を㉮行୰でしたࣂ

ᅇ出火した㌴୧は、20ᖺ௨ୖ㌴検をཷけ

ておらず、ࡑのような㌴୧でも、௬ࣂࣥࢼー

により一時的にබ㐨を㉮行できることから、

㌴๓には目どで㌴୧点検を実施するととも

に、過ཤのᩚ備点検状況について必ず確認す

る必要があります。 

写真 30-1 Ⲵྎୗ㒊の↝ᦆ状況 

写真 30-2 Ẽ管の状況 

写真 30-3 ◚ᦆ⟠ᡤからの↴のᄇ出状況 

↝ᦆ⟠ᡤ 

Ẽ管 

Ẽ管ᮎ➃㒊分 

 ࣛࣇ࣐

 からࣥࢪ࢚ࣥ

◚ᦆ⟠ᡤ 

↴ 

◚ᦆ⟠ᡤ 
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31 ᾘ防用設備等のά用状況 

࠙㛵㐃❶➨㸶❶ࠚ 

 

事例㸯 「ඹྠఫᏯのᒃᐊから出火し、ス࣮ࣛࢡࣥࣜࣉ設備が作動した火災」 

 

出火時分  ５月 㸷時ごろ 

用 途 等  共同住宅  耐火造 30/1 延 30,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 統括防火管理者選任あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ᗋ若干、࢝ーࢺࢵ࣌若干、ࣇࢯ等焼損   

概  要 

 この火災は、共同住宅 22 階のᒃᐊから出火したも

のです。 

出火原因は、ᒃ住者が⅊─にᤞてた完全に消しき

れてないたばこの྾いẆを⣬㢮が⁀まったごみ⟽に

ᤞてたため、↓⅖⇞焼を⥅⥆したのち、ごみくずに╔

火し出火したものです。 

建物管理人が自動火災報知設備のཷಙ┙が 22 階出

火ᐊの⾲♧を確認したことからูの管理人を⌧ሙに

ྥかわせました。㥑け付けた管理人が 22 階を確認す

ると、住ᡞの๓で焦げ臭いにおいを確認しました。

をᢲすもᛂ⟅がなく、住ᡞは施㘄されていࣥ࣍ーࢱࣥ

たため、ࡑの᪨管理人ᐊにᚅᶵしている管理人に伝え

ました。管理人ᐊにᚅᶵしていた管理人はᨺ㏦設備を

活用し全㤋一ᩧで確認୰であることを伝え⤊えると

スプࣜࣥࣛࢡー設備の作動ಙྕを確認しました。ࡑの

ᚋ⌧ሙにྥかった管理人の㐃⤡をཷけᗘ全㤋一ᩧ

でᨺ㏦をいれたのち、管理人ᐊの固定電話で 119 番通

報しています。スプࣜࣥࣛࢡー設備が᭷ຠに作動しᗋ等が若干焼損したのみで消火に⮳ってい

ます。 

教 訓 等 

この火災では管理人がᨺ㏦設備を活用し適ᐅ火災の状況を建物住Ẹに伝えていたことから安

᫆に避難行動をྲྀらせることもなくけが人も発生しませんでした。しかし、スプࣜࣥࣛࢡー設

備が᭷ຠに作動し㙠火状ែとなったにもかかわらずไᚚᘚを閉めるなどのṆᥐ置をㅮじなか

ったため長時間ᨺỈとなり下階のᗈ⠊ᅖにわたりỈ損が発生しています。建物管理者等は設置

されている消防用設備等を⇍知し、火災が発生し設備が作動した際に火災の拡大のみならずỈ

損などのḟ的被害も᭱ᑠ㝈にṆめなければなりません。管理者任せではなく、ᒃ住者等ྛࠎ

が自⾨消防カ⦎等のᶵをᤊえ消防用設備等の設置状況やྲྀᢅい᪉法を確認しましょう。 

 

写真 31-1 出火ᐊの状況 

 

写真 31-2 ス࣮ࣛࢡࣥࣜࣉの作動状況 
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事例２ 「飲食店の厨房から出火し、自動火災報知設備の感知器に目張りがされていたため有

効に作動しなかった火災」

出火時分 ５月 23 時ごろ

用 途 等 複合用途（飲食店・共同住宅） 耐火造 8/1 延 400 ㎡

防火管理 該当選任あり 消防計画あり 統括防火管理者選任あり

被害状況 建物ぼや１棟 寸胴鍋１、食材若干等焼損

概 要

この火災は、複合用途１階飲食店の厨房から出

火したものです。

出火原因は、店長がスープの仕込みをするため

に寸胴鍋に火をかけ、店を離れる際器具栓つまみ

を閉鎖したつもりが完全に閉まっておらず、火が

消えていなかったことにより時間の経過ととも

に寸胴鍋と内部の食材が過熱され出火したもの

です。

地下１階の飲食店従業員は店内で片付けをし

ていたところ焦げ臭いにおいを感じ、さらに白煙

が店内入ってきたため煙をたどり１階の店舗内

を確認すると白煙が充満しているのを発見しま

した。すぐに地下 1 階の店舗に戻り、固定電話か

ら 119 番通報しています。客席部分の煙感知器に

は目張りがされており、店舗全体に白煙が充満し

ていたにもかかわらず感知器は発報されません

でした。初期消火はされませんでしたが、他階の

店舗等はいずれも営業時間外であったこともあ

り避難もなくけが人も発生しませんでした。

教 訓 等

自動火災報知設備は火災による熱や煙を感知し、火災が発生したことを建物の関係者に伝え、

早期に消火行動や避難行動を促すことで、火災による被害を軽減するきっかけとなる設備です。

火災を感知する感知器に目張りなどしていれば火災が発生した際に早期に感知されず、避難が

遅れ被害が拡大することになりかねません。消防用設備等を法令に基づき適正に設置すること

はもちろんのこと、万が一の火災の際に正常に作動するために日ごろから保守点検を行い、維

持管理を徹底することが必要です。建物関係者等は法令で定められた定期的な設備点検を実施

し、不備があれば早急に是正するなど適正な設備維持に努め、建物の安全管理を徹底しましょ

う。

写真 31-3 覆われた感知器の状況

写真 31-4 大型ガスこんろと寸胴鍋の状況
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32 ᘏ↝ᣑ大࣭㑊㞴状況 

࠙㛵㐃❶➨㸷❶ࠚ 

 

事例 「ス࣮ࣛࢡࣥࣜࣉ設備の⿵ຓᩓỈᰦࢆά用したึᮇᾘ火がᐇされ、㑊㞴ㄏᑟにࡼり 300

ே௨ୖが㑊㞴した火災」 

 

出火時分  12 月 㸱時ごろ 

用 途 等  㝔 耐火造 10/2 延 40,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物部分焼１棟 㸵㎡等焼損 

概  要 

 この火災は、㝔㸵階のฎ理ᐊから出火したものです。 

出火原因は、ฎ理ᐊ内に設置されたὙί࣏ࣥプ用のࢹࣥࢥ

がఱらかの要因で⤯⦕ຎし内部▷⤡を㉳こし出火したࢧࣥ

ものです。ࢼーススࢸーࣥࣙࢩでົしていた┳ㆤᖌがఱら

かの㆙報㡢が⪺こえたため確認すると、ฎ理ᐊから㯮煙がᄇ

出しኳまで⅖が❧ちୖがっているのを発見しました。防災

のࡑ、ー要員が消防用設備等⥲合┙で㸵階✚⾲♧をࢱࣥࢭ

ᚋࠕ火災報ࠖのཷಙを確認したことから固定電話で 119 番通

報をしています。火災を発見した┳ㆤᖌはスプࣜࣥࣛࢡー設

備の⿵ຓᩓỈ栓を活用して初期消火を実施し、⅖は見えなく

なったものの㯮煙のᄇ出が⥆いていたことから消火をㅉめ、

入㝔ᝈ者の避難ㄏᑟにあたりました。ྛ階のཷけ持ち་ᖌ、

┳ㆤᖌ等ཬࡧ防災ࢱࣥࢭー要員がᡭ分けして入㝔ᝈ者の避難

ㄏᑟཬࡧᦙ㏦を行い、⣙ 300 人を一人の㈇യ者も出すことな

く他の棟やᒇ外など安全なሙᡤ避難することができました。 

教 訓 等 

ᮏ火災においては、ኪ間ົ୰であった┳ㆤᖌが␗常を発見し、設置されている消防用設備

等を活用し初期消火を行っています。日㡭から自⾨消防カ⦎を㔜ねていたことで消防用設備等

の設置置やྲྀᢅい᪉法を⇍知していたことが㎿㏿な初期消火に⧅がったものと⪃えられます。

また、ኪ間のົ体ไで従業員がᑡないにもかかわらず防災ࢱࣥࢭー要員と㐃ᦠし㎿㏿安全な

避難ㄏᑟで㈇യ者を一人も出さず避難できたこともカ⦎のຠᯝが⾲われたものと⪃えられます。 

㝔では自ຊで避難することができない入㝔ᝈ者もከいことから、火災が㉳こった際には㎿

㏿かつ確実安全な避難、被害を᭱ᑠ㝈にとどめるく消防用設備等を᭷ຠ活用した初期消火୪

に早期な通報を行うことが㔜要になります。定期的な自⾨消防カ⦎をᙧ㧁させないためにࡧ

ᵝࠎなሙ合を定した実㊶的なカ⦎を⧞り㏉し、消防計画どおりのᑐᛂができるよう従業員ྛ

自が防火管理ᢏ⾡のྥୖに努めましょう。 

 

写真 32-1 ฎ理ᐊの状況 

 

写真 32-2 ⿵ຓᩓỈᰦの状況 
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